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Lノつ玖上映の検、会乞作りわ〉で、す Jp ユニークな映画にふさわしいユニークな映画紹介にしてみました。

対談映画「干潟の詩」をお
東京都小学校視聴覚教育研究会参与 渥美 健三

映画監醤 瀬藤 祝

とっていただけたら， と思いますね。

渥美 さらに傍観者の立場から一歩進めて， 自分たちは

実際に何をしたらいいのかを考えさせますよ。その

点， 小学校 5年の社会科 に出てくる 「経済発展と環

境破犠のかかわり」 を学ぶのに． 学習の導入教材と

してこのII央岡はぴったりですね。

瀬藤 これまでの教育映画と巡って，結論を出してませ

んから．話合いのテーマはいくらでも引き出せるん

じゃないですか。

渥美 そうそう． 親子映画会にも児童映画会にも、また

社会教育にも大いに使えますよ。そこがユニークな

んです。

瀬藤 親と子が一緒に見て話し合って くださ ったら総し

いて’すね。そ して大人はt't心に返ってほしいわけて’す。

渥美 特に感心したのは．音楽がまたユニークですね。

ドラ 7 から一応独立しながら，このメ Jレ旬、、ンの世界と

テーマをみごとに象徴していてすばらしいと思いました。

瀬孫 作曲・ 演奏の中林淳真さんはギター奏者として若

名な方ですが、脚本を読んでもらったところ快〈引

き受けてくださいました。今回は特にアルパという

ラテン系の民族楽器を使って、その独特の音色を十

二分に生かしてくださいましてね。

渥美 主役の男の子と 女 の子がとても生き生きと演技し

ていますね。

瀬藤 2人は20日間近い合宿でスタッフともすっかりう

ちとけ.l朝lのi筒ち子との格闘で並々ならぬ苦労の辿

続でしたが，結構楽しんでいるようでした。

渥美 そういう愛情というか団結心がこのようないい映

画を生んだんですね。

渥美 試：与を見て政初にrr長じたことは，ユニークなl映像だ

ということです。ストー リーはすこぶるfinljlでしたね。

瀬藤 ええ．自然を知らない都会の少女と，自然そのも

ののような海辺の少年の出会いと別れの物語ですか

ら。裂はこのl吹田を見た人が、 少女の行動 を追体験

することによって，今までは何でもなかった風景や

物の見方がどう変 わっていくか，そニに視点をすえ

てみたわけです。

渥美 美しい自然を守ろう．と口で言うのは簡単て’すよ。

それを言わないで，主，L、の世界を展開していく手法

はさすがです。干i幻の美 しきもまた格別でした。

瀬務 自然はメルヘンの世界です。湖の干i/.tJによって主I]

五I］と姿を変える干i目J.そこに生息するカニや貝など

の小動物．それをえさにする鳥たち。自然は生きて

いるんです。海岸は美しさだけで私たちを慰めてい

るのではありません。海は多くの生命をはぐくんで

います。海をコンクリー トで固め、汚水でけがして．

生命を泣くへ追いやっている 111，今．私たちは， 人間

にとって一番大切な生命 を生みだす生きた自然を，

そして自然をいつくしむ心をとり戻 さねばならない，

と痛切に感じたわけです。

渥美 映画の終り近くで．貝殺を自動車に踏みつぶされ

て涙ぐんでいる少女に向かつて司母親が「そんなもの

デパートでいくらでも質えるわよ」って言いますね。

あの言楽は大変印象的でした。

瀬蕗 この映画の意図はあのー言に集約されているとい

っていいんです。つまり．現代は形が心になってし

まっている時代です。知らぬまに自分が形だけにと

らわれている怖さというものを， この映画から感じ

・この映画lこ出てくる干潟のおもな生き物だち
員類／戸サリ．マテガイ エピ・カニ類／戸シハラ刀二．チコガ二，オサガ二．ヤマトオサガ二．マメコブシガ二．コメツキ刀二．イシガ二，

ヤドカリ 鳥類／ヒパ＇）. ハマシギ．ソリハシシギ．タイシャクシギ 忽ど

企画にあたって

。

。
自然保護を主張し続けてきた協会が，創立30周年 〈 目先きの利益のために，身近な自然が失われて

を迎えたいま，あらためて訴えるとすれば，数万語 本当にいいのだろうか〉 私たちの母なる自然であ

の説得より，一つの共感ではないでしょうか。子供 った干潟を通して．ただそれだけを語りかけたかっ

から大人まで，私たち人聞には本能的に抱〈自然へ たのがこの映画です。この映画から，自然保穫につ

の共感が，なぜかあります。 いて何かを考えていただければ幸いです。

（財）日本自然保護協会理事長 干葉大学毅媛・理学痔土 沼 田 真

・企画 日本自燃保温協会

・この映画を監修指導してくださった先生万〈協会創立30周年記念映画製作委員会〉一一一一一一一一一

日本自然保温協会会長荒痘秀縫 毎日新聞往往会部デスク原 剛

林業鼠験湯鳥獣第ー研究室長阿部学 上野動物園飼育課係長 1曾井光子

神奈川県立新羽高線数筋金田平 文化庁民会物課調査官 昆田 被

日本自燃保題協会常務理事斉藤賢二 草地区験結軍健生態研究室長西村格

NH Kチーフディレクター水野憲一 日本自然保温協会 主任研究員 木内正敏

・製作スタッフ 関本部長昭
製作原 正次 撮髭多田和夫

石川茂街 照明 小野勇
製作担当栗山 究 音楽 中林淳真

原作・!a昔頚原祝 録音 何回釘次
脚本加匪育芳 現 像 東 映化工

学術指導東邦大学助叡授秋山章男 現混助手仁科書縫

監督 の瀬殊布しザえてl11D己で＇，IO J:1 JZ回｜三
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う
U

。
午
後
四
時
四
十
分

B
7
7
－ン

ー

γ
儀
ム
満
さ
走
フ
マ
リ
3
時
、
ぷ
則

凍
上
、
空
中
ど
印
格
沼
方
向
に
、
一
引
に

北
一
ん
マ
帝
人
寸

U

く
の
を
え
ま
し
た

D

れ
「
k
U
づく
d

ご
て
マ
4
A

り
す
。

ブ
寸
食
で
広
ノマd

。
ほ
ん
め
時
た
ま
大
人
そ拐、同リ

寸
り
て
ぴ
。

ス
ト
レ
ス
解
消
に
は
い
け
冷
ヲ
う
。

γ
司バ爪に、

づ
り

3
4／

R
森
一
前
は
り
＋
ヘ
ノ
奇
了
ミ

か
内
ヲ
け
だ
っ
た
所
に
、

A
フ
ぱ
色
ん
が
、
勺
ヨ
く
。

止
措
吹
ム
冷
め
上
か
、
り
〉
4

（
め
い
氷
ぐ
ず
み
ν

広
J

半ヘ
ノ
ご
ざ

に
。
労
モ
ゲ

U
っ
ぱ
り
釆
始
め
、
口
火
外
で
ス
ヰ

町
ざ
ぷ
い
り
く
い
っ
ハ
リ
ロ

議
L
M
L
、
本
民
的
に
匂

す
を
ぶ
つ
づ
け
た
く
な
ゴ
ん
た
て

J

う
よ

1
1
0

f

j
t
L
 

よ
、
っ
。

A
フ
か
じ
ノ
日
年
前
碕
トにた

時
は
、
せ
り
ヤ
リ
M
J
m
位

L
す
＆
か

つ
六
ヘ
め
h

ヘ
。

昭
和

P
4、
山
本
社
伺
え
た

頭
、司
、
そ
か
h

h

問
軒

Y
の
納

涼
ム
ロ
か
あ

y
ま
し
た
。

え
斤
の

f

人
、
島
正
門
に
ふ

一コ
マd

と
、
こ
の
牧
之
切
〉
六
時

－
一

〉一ピ
フ
マ

U

く
ん
た
よ
ゐ
。

「一

九
」
の
プ
と
＼、，，
江
角
点
υ
、ムノ
せ
口
同何
か

手

ご

3
．布
V

」県
X
B
Y

－

A
4述
、マ
ろ
い
旬、フ
L
K
う
ず
。
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事
務
局
O
A寸
円
十
－
hu
・ワ
D
寸
6
出
J

対
ォ

P
M
G時

J

ま
で

。
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コ
ト
ホ
火
砕
で
昼
、
苛
孟
よ
り
て
小
マ
く
と
ぎ
着
実
る
③
〈
ゐ
ハ
を
L
L森
繁
え
れ
マ
ん
よ
り
。

干
潟
寸
一
拝
外
検
品
末

日

時

h

u

t

足
品
川
川

ほ
日

Z
日
（
金
）

h
M
｛
村
山
μ

去
年
は
森
田
か
教
安
で
弘
一
四

L
＋
と
し
ま
し

た
が
＼
今
年
ば
母
校
側
の
方
今
、
う
、
現
叫
パ

然
違
子
潟
寸
？
っ
「、ほ
l
り
と
の
ご

X
。

入
門
ア
、
谷
漆
小
め

4
1
4
生
は
、
習
丸
野

の
殺
の
ご
と
、
y
ー
の
磨
一
由
v

へ
と
初
り
、
変
リ
を

い
フ
－
＼
ょ
う
け
ん
め
り
鳥
喰
L
7、
け
ま
す
。

土
尺
m
っ
↓
口
走
、
土
日
漁
J
E
A
十
V
F

＼
？
っ
づ
L
U
だ

r
A
V
A
V
－
J
一
－
J
刊
川
町
唱
団
a

川

E
B
i
l
l
i－
－

E

aa，

d
4け

羽
目
士
川
恥
つ
布
、
五
谷
島
午
小
中
牧
4
1
4
1生・

失
生
・
刈
〈
え
・
ぶ
漆
干
潟
愛
護
研
究

会
’
環
境
主
人
代

、李
へ色〈
A
A
（
主
柏
町
）

ク
リ

ー
ル
作
較
は
、
ふ
湾
小
の

片
一
人
生
て
生
筏
・
住
宅
掛
川
、
～
中
整
備
公
団
・

本
遣
の

三
芳
で
ゐ
同
で
行
い
り
ま
す
。

？を｝

天気はいしノし、ヨークい／レト乞£、わしい

し。／し蒐ウっくひと X セーで、す白

谷
津
干
潟

愛
護
研
究
会
一
旬

一
郎
寸
一

一γm
習
志
野
市
谷
津
一子
，
二
五
l
十

ニ

ウ

ム

ロ

電
話

O
四
七
四
！
日
l
五
O
四
四
一

年

ト

一
普
八
リ
U
l

一ム
ζ

一
会
川

1q3 L 11.20 

丈
土
真
森
田
三
、
雨

人
ホ
グ
ゲ
、
ノ
リ
ヤ
ア
サ
リ
の
い
草
地

、
鹿
自
の
ご

γ
」
弓
廿
＋
ζ

調
介
「
L

り

3
。
k
ー
の
人
産
め
ゆ
小
ヘ

行
＜
ご
℃
ぼ
勿
論
、
木
村
l

果
、
企
業
庁
予

図
害
傍
ペ
ゼ
自
今
遣
で
行
フ
「
L
H
1
1

レ
H
A

l

卜
に
4

＋
よ
と
あ
、
失
生
に
A
A
L
「

L
U
3
。失タ一

は
ヒ
、
ν
卜
の
み
。

当
日
は
、
額
実
？
ゴ
ミ
袷
り
、
4μ

実
メ
に
川

、ν
校
げ
の
侭
に
、
サ
回
〈
モ
ハ
＼
ν4μ

チ
め
券
、
ヤ
ヰ
一

物
模
糸
、
ケ
ナ
盲
三
ハ
i

不
ル
夜
一
λ
干し

L
ま
す
。

づ
ま
り
、
丸
一
日
干
潟
叩
ょ
う
ご
斗
？
の
で
斗
d
j

。

失今一
γ
」
生
失
は
主
k

u

授
ω
E
A
＋
と
か
け
マ
、
ピ

マvt
穂、
l
A

寸
す
。
潟
ス
ャ
「
l
k
生
徒
を
め
吋

て
滑
3
＼計一息
V
L
友
ノり
ま
す
。

期
日
丸
野
の
漁
に
す
九
六
九
突
の
権
ふ
さ

わ
め
マ
、
当
会
γ
」
協
同
で
作

τ芳
、
ス
で
す
り

M
A

土
、
ミ
ホ
け
の
事
は
谷
津
干
潟
に
、
新

十
に
公
一
勺

l
ジ
＋
ど
加
、
ス
7
3
L
V
にで・
l
L
t

う
。

山川

角
引
日

D

晴
天
の
無
風
。

ご
ん
る
い
U

日

P
F
Lん
、
あ
ー
に
争
心
＼
り
か
は

す
ま
ふ
り
は
す
は
ぷ
リ

o
T
ぷ
ヰ
＼
？
怯
旬
、
／
I

U
U
X
B
ね
り
ま
す
よ
、
月
一
友
内
主
待
是

の
ク
リ
i
心
作
戦
だ
・
を
の
。

7
山
川
回
目
の
ぶ
井
－
十
潟
ク
リ
ー
ル
作

戦
は
、
と
そ
ぎ
、
つ
い
「
ノ

5
介

J
G
次
時
札

の
日
。
コ
＼
＼
＼
左
拾
う
ν
？
の
小
で
径
一
一
作

の
一
フ

一
フ
ヂ
干
潟
、
左
足
ヤ
せ
た
の
で
斗

y。
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斗
苧
務
局
O
A寸

η
4・引・
η
o
η
6
中
村
窓
？
？
問
S
時
4
Z
で

谷

津

干

潟

愛

護

研

究

会

〒
抗
習
志
野
市
谷
津
三
｜
二
五

i
十
一

電
話

O
四
七
四
i
日
l
五
O
四
四

.:t 33斗号

大

寺

官

久

lg 8 6 .11. 24-

町
の
中
に
残
さ
れ
た

谷
津
干
潟
へ
ど
う
ぞ

弘
の
住
ん
で
い
る
町
は
、
平
棄
県

習
志
野
市
の
谷
津
。
以
前
、
谷
浮
遊

園
地
が
あ
っ
た
の
で
す
が
、
宙
企
尽
デ

ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
の
開
園
と
同
時
に

な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
し

て
今
で
は
大
規
模
な
マ
ン
シ
ョ
ン
群

が
建
設
中
で
す
。

さ
て
、
そ
の
地
区
の
す
ぐ
隣
に
谷

津
干
潟
と
い
・
2
附
が
あ
り
ま
す
。
ず

っ
と
昔
、
遠
浅
の
海
で
、
あ
さ
り
や

小
負
ー
が
と
れ
る
美
し
い
場
附
で
す
。

こ
こ
で
の
塑
T
狩
り
が
有
名
だ
っ
た

の
で
谷
浮
遊
園
の
名
を
知
っ
て
い
る

人
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

今
も
、
透
く
絞
れ
た
海
と
二
本
の
水

路
で
つ
な
が
っ
て
い
て
、
一
日
二
度

の
湖
の
満
ち
千
と
と
も
に
、
多
く
の

魚
が
や
っ
て
き
て
は
、
ま
た
海
へ
返

っ
て
い
き
ま
す
。
そ
の
魚
た
ち
を
求

め
て
水
鳥
も
た
く
さ
ん
釆
ま
す
。

野
鳥
の
観
察
や
ピ
ク
ニ
ッ
ク
に
は

絶
好
の
場
附
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
谷
津
干
潟
が
公
園
と
し
て
残

さ
れ
る
に
つ
い
て
は
、
並
大
抵
の
こ

と
で
は
な
か
っ
た
と
聞
き
ま
す
。
東

京
湾
の
開
発
で
、
埋
め
立
て
が
ど
ん

ど
ん
進
ん
だ
と
き
、
こ
こ
も
例
外
で

は
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。
で
弘
、
埋

め
立
て
か
ら
自
力
で
守
っ
た
人
々
が

い
て
、
そ
の
お
か
げ
で
今
も
こ
う
し

て
自
然
手
｝
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
の

で
す
。私

は
、
そ
の
人
々
の
努
力
に
感
謝

を
こ
め
て
、
谷
津
干
潟
を
一
紹
介
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
お
近
く
に
来

た
と
き
は
、
ぜ
ひ
一
環
行
っ
て
み

て
く
だ
さ
い
。
町
の
中
に
残
っ
た
小

さ
な
海
と
、
そ
こ
に
生
き
る
動
植
物

た
ち
の
姿
に
き
っ
と
驚
か
れ
、
同
明
勤

さ
れ
る
と
思
い
ま
す
。

千
葉
県
習
志
野
市
・
宮
川
郎
子

ぶ
津
干
潟
七
戸
」
ゐ
バ

L
づ
L

よ
か

J

フ
た
、
命
つ
づ
ー
マ
マ
よ

今
っ
た
γ」
、

x
l
mツ
価
値
＋
と

得
く
の
人
州
U

商
へ
尽
す
小

3
め
は
、
川

4
、
初
牛
後

ぐパ
h
B
J
U
L
「
＼
ゃ
っ
〉
r
」
ザ
し

l
l
k

ト
火
、
勺
ノ
。

っ
オ
レ
、
ν
フ
ぺ
l
n／
L

（
か
ノ
イ
エ
l
）
川
月
モ
ノ
よ
り
目

森
旧

三

時

明

N

－
G
l

m一、主「ん
わ一
H
l
E

…

A
Z、
一
令
危
門

一ー一一一一一一一一－守一一一
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マ
ク
ぎ
あ
玄
。

ご
こ
、
谷
涼
一
『
一
丁
目
前
の
、
表
山
↑
々
か
件
に
ノ

れ
た
の
は
院
加
計
手
。
八
戸
フ
か
片
ノ
引
牟
ぷ
川
山
内
ハ
。

コ
ミ
を
引
き
上
げ
3
時

J

、
は
り
つ
く
ぽ
3
ょ

ー
ー
う
に
L
マ
リ

3
。
L
マ
、
ゥ
こ
の
生
今
？

っ
お
け
、
松
の
不
、
一

E
Bん
’
「
＼
つ
か
ん
ぽ
ホ
よ
し
と
白
川
、
フ
。

往
宅
・
都
市
整
備
公
団
オ
ク
リ
ー
ル

作
u
鞍

に

協

力

l
て
く
れ
ま
L
た。

け

R
ロ
日
へ
水
）
に
は
川
ハ
ラ
園
前
半
と
、

又
、
川
口
付
門
日
〔

R
d
に
は
、
干
潟
の
咋
央

に
ご
ち
ず
っ

T
U
た
吉
一
塁
之
帆
柱
の
い
ラ

ム
を
引
雪
上
小
マ
に
く
れ
ま
［
た
。

州
ハ
ラ
因
ゾ
荊
は
決
れ
て
↑
で
た
ゴ
ミ
か
、

ゆ
州
川
〆
ば
刊
の
一
～
一
／
角
め
仇
り
で
た
ま
つ
づ
L

リ

ほ
ん
Y

レ
に
ゼ
み
ま
あ
、
り
き
芯
り
ノ
。
ど
に

が
ぐ
み
や
公
マ
ん
、
同
リ
マ
下
マ
り
よ
。

あ
す
臼
、
出l
利
溶
子
～
ふ
ん
か
、
旬
か
の
、
誌
の

時
、
突
然
こ
ん
ぷ
ご
と
を
、
一
色
、
つ
ん
で
す
よ
。

J
本
田
き
ん
、
ご
ん
る
に
ク
リ
ー
ク
作
戦
や

つ
よ
い
つ
ふ
た
の
は
、

1
fが
勺
ル

h
f

よ
。
き
っ
γ
」
Y
1
、
っ
た
γ
」
足
、
つ
府
よ

oyり

ゃ
あ
干
潟
中
と
命
1

い
ノ
た
り
Y

」
か
、
山
川
と
よ
り
FL

喰
い
リ
川
ハ
づ
タ
リ
一
大
つ
や
寸
ん
か
ん
亡
し
の
想

石
一
月
一
の
向
の
生
命
力

り
つ
根
付
い
り
た
の
だ
て
ノ
う
か
、
と
の
ね
の

木
〉
」
ス
ス
キ
。
刊
に
》
亡
、
マ
ツ
ヨ
イ
哲
7
や
わ
ラ

よ L

よか
くり
と 生
(: ；そ

で、ち

主

hR
フ
マ
り
マ
O

＋九惜し

3S 

寸
、
－

S
人
の
作
業
員
沙
半
T
B
沙

ず

ソ
Q

lrラ
ム
は
、
ク
ー
プ
ル
や
ワ
イ
ヤ
ー
を
巻

く
為
爪
ワ
ザ
し
め
で
、
夫
〉
」
水
か
た
く
で
ん
フ
U

「
L
U
マ
主
り
め
る
ん
の
フ
マ
。
失
日
森
田
か

潟
ス
キ
！
？
滑
フ
て
り
フ
「
t

初
戦
L
た
が
、

海
ん
ま
り
主
く
フ
て
大
キ
ら
め
で
、
公
団
に

重
機
で
引
フ
烹
そ
く
れ

3
ト
ー
で
つ
利
設
し

た
そ
の
。
公
団
は
こ

A
か
い
つ
を
協
カ
し

ご
き
た
り
ヒ
め
ご
℃
寸
す
＠
品
川
山
、
謝

D

・・ J') -レ作較的ぷ要保イ牛に；裏の史セモつけ力口九てL、くか一一。

り
か
あ
フ
た
X
田
川
、
フ
け
ぜ
、
子
小
舟
け
い

L

怜
l
h
A
永
々
か
フ
た
と
白
川
、
つ
よ
。
殺
仇
ω
る
U

ゐ
よ
o
v
H
l
A
め
ゆ
え
、

Y
｜
バ
爪
育
し
勿
J

諭
広

J

っ

た
け
い
〕
、
箇
闘
す
内
U
E
h

く
つ
づ
k

ム
マ
、
止
日
一
過
の

人
た
フ
た
い
つ
か
ま
ん
去
来
る
り
へ
い
い
口

や
義
三
ヘ
生
コ
＼
＼
＼
の
内
T
？
芝
、
江
作
工

方
？
フ
マ
ミ
ト
h

ノ
ペ
爪
た
め
よ
。

A
7
森
田
ざ

人
体
い
L

均
ノ
、
つ
夫
か
ハ
ド

h

ノ
け
で
ぞ
千
戸
ス
で
し
上
、

で
そ
、
ク
サ
ァ
｜
ノ
イ
わ

4
a，
L
、
刊
に
フ
寸
で
。

之
、
そ
ん
忍
励
ま

L
mり
さ
ロ
甚
凡
さ
か

け
寸
り
3
め
で
す
。
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↓畠
l

務
局
0
牛
円
斗
・
引
・
寸
O
け
f
b
由
l

村
PMFhd
時
↓
ま
で

谷
津
干
潟
愛
護
研
究
会
一一

ω一「、
1

Z
習
志
野
市
谷
津
三
｜
二
五
［
十
二
仰
一
一
ロ

ー

電
話

O
四
七
四
｜
日
｜
五

O
四
四
一

4
一

千

一
揖
東
一
・
・

l
q

文
責
森
田
三
昨
夏
一
台

＼
孟
、

〉、＼
J

d

，f 
本
①
時
苅
↑
ν

パ
＼
人
ハ
フ
引

y

谷
、
オ
干
潟
は
、
－
A
郎
尋
決
、
更
し
と
り

、つタ
h

班
、
伽
八
戦
争
？
に
淋
っ
た
。
ペ
オ
ノ
γ」

言
葉
は
、
夏
、
く
ぷ
り
が
〉
。

V
1
1
マ
ミ
れ
介
u

い
同
ノ
は
、
行
政
・
政
治

石
ロ
の
、
危
人
公
的
法
律
的
に
川
ハ
ク
ク

ア
ゲ
ア
す
3
l
dル
古
文
ゲ
今
一
ト
マ
キ
で
た
の
で

＋
め
マ
J
U

。
つ
ま
り
、
必
湾
十
潟
の
保
存
、
計
一
色
・

建
尚
ロ
や
管
虫
、
万
去
、
ピ
l

！
マ
実
際

使
用
マ
爪
3
マ
ア
省
寸
か
決
め
川
〉
れ
て

ゆ
く
の
で
あ
て
d

o

ご
め
私
会
、
糸
是
か
政
治

X
Vっ
さ

の
に
無
関
係
で
は
り
ら
れ
る
り
の
X

同
い
く
、
谷
才
干
潟
ゼ
ピ
（
、
フ
で
あ
3
。

特
に
、
干
潟
の
酒
販
糸
、

h
d体
ロ
泊
以
宏
に

る一ぐ
d

羽
色
士
ね
野
、
布
に
み
U

マ
、
谷
津
干
潟

左
利
用
す
3
人
は
た
く
マ
ん
リ

3
0
（
中

マ
ゼ
町
会
関
係
斉
ザ
キ
、
議
〉

b

L
ず

L
、
現
勘
〈
的
に
市
穴
行

L
、
面
倒

ふ
諸
問
題
士
一
つ
一
つ
鯖
決
l
‘
怖
八
七
ノ
」

芝
、
っ
か

J

如
く
穆
フ
キ
、
る
か
い
つ

E
4ナ
之

汚
そ
う
〉
ょ
う
3
／
ハ
闘
は
、
唯
め
一
ー
人
℃

ー～，（、
U
る
り
の
沙
A
7
の
勘
八
崎
で
あ
玄
。

つ
ま
り
、
プ

yfν
ゲ
す
7
4

人
南
沙

り
ふ
り
の
で
あ
3
。
ぎ
句
4
7
、
白
人
行
、
雄

鬼
す
「
ノ＼d

人
聞
か
け
ぷ
リ
の
？
あ

3
0

才385%

/936.12.. I 肺
結
か
に
、
ご
の
寸
’
谷
津
干
潟
保
存
し
X

り
う
の
は
大
企
事
で
あ

3
。
肉
係
行
政
宵
〕

今
日
泊
町
士
川
恥
庁
、
下
が
生
ま
れ
マ
バ
未
の
、

日
寂
芝
大
A

で
る
向
患
寸
易

3
。
と
れ
か
グ

ゼ
石
り
マ
あ
て
ご
っ
。

淑

l
い
リ
険
リ
た
今
、
タ
ゃ
っ
た
γ
｝
人
に
B
N

ゐ
木
た
し
り
＼
ク
？
っ
た
と
＼
布
口
K
に
よ
－
ら
め
れ

た
り
ク
〉
」
ソ
フ
人
は
ゴ
斗
ノ
ャ
マ
、
ν
〉〕り

3
0

が
、
ゃ
7a
人
向
が
、
百
九
州
較
対
白
関
、
合
商

努
力
す
3
人
向
引
U
M
忍
U
め
で
あ

3
0

谷津干潟をとり巻く珠境 li、新たJi~尿へと籾リ析しノてし j ってます。

陶ふ一日
W
A
W

題
、
国
っ
せ
l
り
話
や
人
め
寸
事
ぱ

マ
フ
ぢ
の
け
に

L
7、
、
本
＋
更
は
来
L
く
？

マ
ノ
、
フ
。
ク
つ
ま
じ
ノ
る
り
す
苧
芝
、
あ
台
く
ヤ

マ
フ
ク
よ
。
ク
汚
け
ゴ
ミ
＼
士
、
キ
レ
イ
る

ん
で
？
？
フ
ク
ト
ヘ
ク

t
b
l
ど
羊
12
、
崎

岐
に
や
マ
ノ
う
ク
ー
よ
。
ゥ
時
り
す
苧
を
、
岡
3

く
？
て
ご
っ
ク
ト
ヘ

Y
2
4
、
ぷ
ぁ
l
人
「
L

こ
ん
る
ご
と
き
全
国

く
の
ぎ
、
人
ハ
ア
ご
と
で
、
会
員
の
皆
様
に
、

寸
合
々
の
一
方
動
は
入
門
7
4め

円
以

R
q
b
左
足

フ
て
し
勺
＼
り
よ
く
け
り
ヰ
目
代
的
へ
入
で
リ
。

づ
り
て
は
会
員
諸
派
の
新
た
る
決
金
足
や
細
川

苦
心
目
人
は
如
何
／
ノ
L

之
、
一
三
ロ
フ
て
み
て
を
、
寸

別
に
り
、
〈
門
7
4
ま
で
通
り
沖
、
差
に
コ
グ
／
＼
℃

賞
、
欧
L
「
L
U
ぐ
た
け
よ
1

3

l

し
ど
り
、
っ
、
言

葉
学
ム
ル
旗
、
成
～
す
平

L
か
頂
、
け
石
り
た

τ、フ

と
り
、
フ
の
か
、
A
フ
↓
ま
で
の
ふ
仏
れ
の
な
叫
験
。
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ゆ
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時
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ず
い
h

ノ
に
一
世
へ
は
、
て
ん
’
ヴ
ま
り

ヂ
吉
一
〈
上
の
し所
は
、

T
潟
の
西
の
端
。

ご
と
の
品
川
、
ぷ
理
干
潟
州
U

泊
軌
を
め
れ
に
ぷ

フ
マ
以
来
、
づ
ま
っ
、
ゆ
由
利
句

i
か、
k
ノ

Y
め

ま
l
h

ま
の
い
所
。
利
υ
、
ま
ん
ま
と
は
4

－E
ヲ
マ
ゼ

当
時

J

か、
b
の
ま
土
t
h

℃い
りう
の
で
は
石
川
。

ぷ
ぜ
ふ
い
へ
ノ
＼
A
7
日
ま
で
、
コ
＼
＼＼
＋
と
い
」
ゃ

ん
／
＼
槍
寸
寸
せ
た

vmた
ケ
ヲ
。

ク
リ

3 X! 

スス納税のそlずで誌は打ム舛弘夫氏（みノ仲村本子ざん仰

の
時
に
よ
っ
て
、

vー
の
l

川
特
寸
ノ
か
後

々
で
＋
め

3
0

私
γ」

T
、
つ
で
あ
」

J

’

b

。
ご
の
ふ
h

也
被
左

廿
町
一
人
で
く
h
h
ん
ざ

3
み
ぷ
マ
ん
を
、
者
、

フ

γ」

V
L
、
つ
で
＋
点
り
てノ、
フ

。

V
7
i
l
て
会
口
更
に
取
に
ノナ
ノ
、
干
潟
に

来
3
人
、
通
マ
。
人
は
み
る
、

V
7
L
A
r
れ

の回心
U
に
あ
ノフマ、

γ
ー
の
ん
を
た
ず
す
ん

て
い
マ
d

め
で
広
JT
ご
フ
。

谷
津
斗
潟
は
、
一
フ
め
広
州
初
、
一
つ
の

舞
台
沙

E
知
れ
ま
で
ん
。
野
鳥
、
等
、
康
夫
、

潮
め
干
満
、
魚
、
き
一
、
季
持
や
風
マ
」
勺
～

ゼ
〉’t
h
は
、
自
然
の
寸
一
つ
の
段
、
一
色
素
L

5ヘd
パ
本
達
へ
の
詩
句
ノ
リ
ぶ
の
で
あ
～
く

J

う。

小11、こホから "'r1アfT。＼レ 11、？っ

た問。 ノトセ~テ、、コポ、コ l"j:' ' フ潟ス

宍ーで、こりだ到、です。
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事
務
局
0
牛
つ
牛
・
引
・
寸
O
ワ
6
中
対
潔
子

谷

津

干

潟

愛

護

研

究

会

側

主

ペ

〒
抗
習
志
野
市
谷
津
三
｜
二
五
｜
十
一

J

：ロ

電
話

O
四
七
四
｜
別
｜
五
O
四

四

ト

リ

爪

AT片
倉

山

い

ご
め

Hmの
析
や
突
は
舟
用
り
の
ん
しナ
ヂ
引
で
良
国
の
ぷ
刷
、
来
の
万
か
い
う
寸
小
か
ん
・ぃト
L

に
注
リ
で
U

た。

舟
み
す
の
名
散
り
ノ

ー
ご
の
い
板
、
何
台
ヲ
た
ん
で
す
サ
し
と
か
、

1

句
人
で
こ
、
つ
り
、
フ
ぎ
の
が
あ

3
ん
で
す
め
υL

ζ

聞
か
れ

3
ご
γ
」
小
潟
ノ
3
。

字
宣
／
、
の
こ
の
村
小
、主
ゥ
マ

U
3
所
は
、
付
。

津
干
潟
の
東
側
、
浄
田
沼
、
E
川
械
の
結
q
T

あ
て
d

。
向
山
川
メ
ー
ト
、但
に
わ
た
っ
「
k

U

3
。

そ
の
昔
、
ま
向
い
漁
介
d
h
川
る
わ
れ
「
L

U

た
墳

の、

J
明
治
）
し
か
ん
ウ
た

）斤

？

あ

3
0
ご
め
湧
i

左

マ
追
っ
マ
、
ぐ
力
条
や
州
代
介

J

け
而
寸
か
沖
へ
潟
、
に

行
手
、
v’
T
l
て
マ
ヘ
、
へ
＼
ご
を
涌

τ－
（
時
っ
て

き
た
の
で
み
っ
た
。
ご
め
湧
ー
の
ど
ー
ハ
ブ
ま
り

k
は
、
市
八
の
よ
う
に
漸
か
溜
っ
マ
リ

3
ク
’裕

溜
り
ク
ゲ
あ
っ
た
。
つ
士
リ
、
小
マ
各
港
、

V」

υ
う
上
り
そ

J
突
し
ず
あ
っ
た
。

19~7 .1. 20 

大
企
す
八
木
A
A

回
一
二
、
R
W
つ

「
選
i

L

X

り
う
の
は
、
川
め
よ
う
広

、
所
で
、
潮
か
引
川
マ
ま
わ
リ
か
会
計
千

潟
m
w
m
m
怖
ヘ
か
A
A
「

k
g、
ご
め
川
め
よ
、
フ

ぶ
演
ァ
に
は
ペ
れ
υ
後
っ
マ
リ
～
三
月
下
」
り
う
。

埋
め
主
マ
稲
川
に
は
ご
め
疋
で
、
干
潮
時

に
み
よ
そ
之
之
、
口
一
手
句
干
潟
か
盆
定
。
だ

今
、
」
ノ
ミ
句
、
品
々
か
ぶ
り
γ
］
、
而
ず
は
沖
へ
の
広

入
り
か
A
A
1
A
る
か
っ
た
め
で
あ

3
。
丈
宇

通
リ
、
各
め
通
マ
d
Jみ
み
ぢ
し
れ
円
ル
ヲ
た
。

目
印
・
爪
抑
止
め
X

（
マ

弁
み
す
で
あ
フ
た
琴
は
、
当
然
あ
3羽社

会戊
、の
水
深
か
み
つ
マ
、
時
マ
強
フ
マ
ぎ
り
た

刊
に
か
、
ぅ
危
険
る
所
？

xあ
っ
た
。
グ
ふ

す
ん
ど
ケ
程
で
は
ふ
り
か
、
時
に
け
潮
？
b
刊

リ
の
人
が
溺
バ
爪
失
ん
だ
。
千
潮
時
叫
に
は
川

の
よ
う
に
水
ナ
AJ3
め
ザ
L
Y
の
尋
在
か
わ

か
す
か
、
漸
ぬ
U

立
小
マ
足
リ
一

5
0
水
一
⑤
に
る

フ
「
に
（

4
2
う
γ
」
、
い
」
＼
＼
か
ど
ー
の
深
い
ソ
、
所
る
の

か
ご
め
か
じ
ノ
ず
、
口
八
ふ
と
踏
み
入

h
L
T
う。

マ、
rー
の
墳
を
示
す
目
的
ソ
で

Y
あ
っ
た
。

V
T
A小
Y

」
だ
い
フ
一
つ
、
ま
－
m
り
の
干
潟
の
秒
汐

酒
々
に
決
れ
込
A

町
、
九
く
石
つ
マ
合
甘
み
士
ノ
め

役
目
’

z
aで
く
る

τめ
で
、
ν
1
ホ
之
町
、ぐ

為
に
土
上
め
の
以
宙
女
か
あ
ヲ
た
め
で
キ
め
3
0

高
々
は
、
相
に
え
り

vmのム
パ
ゲ
深
く
、
沖
へ

／
回
っ
て
汗

く
心
H
j

、ι
来
、
一
ロ
小
潟
づ
に
姉
、
「
ん
寸
け
た
。

に 113本の浮か、見し‘てりて、干潟時！こは川めように涛H汐、 ｝えれ入リ、そ Lて±l:1 ¥ ）くのであフた。「（｝ ）沙 Iv＂乙、、」
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オ：、守、

気
↓
と
他
民
つ
マ

ντ
ゥ

ヤ
は
り
、
冷
す
の
は
之
4
3
の
た
マ
J

、フ

令
。
左
加
の
足
υ

一角一

ノゲ
ヲ
ス
ネ
に
か
け

マ
、
重
く
て
供
、

U

、
何
か
よ
ど
ん
か
ん
よ

う
に
寂
U
U
に
忍

3
時
す
み

7
。

八
円
フ
ず
い
h

ノ
八
年
半
ゾ一削の、一
八
用
、
決
マ
通
事

故
、で
互
の
ス
ネ
＋
と
尽
り
た
悩
川
台
。
で

ぜ
、
聴

く

り／
、ν

く
x来
た
時
宿
ど
に
、

マ
斗
う
っ
た
り
潟
一
め
マ
d

と
W

哨川、スマ
d

。

あ
の
日
は
大
非
政
省
に
行
く
予
防
へ
た

ご
に
。
内
角
一
ぬ
り
で
朝
刊
＋
と
鼠
ウ
マ
ど
に
。
目
ん

通
ー
に
の
更
り
よ
久
羊
江
主
人
で、
ι
斗一月一

〉」
ヤ
ポ
の

東
芝
。
相
手
は
↓
阜
、
こ
ち
に
J

は
川
ハ
イ
ク
。

い
り
ヤ
木
、
ν
卜
、
笠
人
め
ん
マ
一
ト

ポ
ハ
川
、
こ
ん
ふ
オ
レ
で
V
L

づ
ま
り
、
干
潟
の
作
古
一
合
と

L
る
U

Y〕

で
お
J3
0
ほ
ん

X
に
ν
7
l

、
フ
々
の
マ
み
ノ）品。

頼
、
土
夫
、
フ
崎
、
ト
＼
ゲ
中
と

xe－－
3
時
に
は

つ
寺
リ
ヒ
わ
ず

3
0
何
か
か
、
／
〈
同
A
u

f

ト一口町

ク
に
忍
っ
た
み
た
U

た。

干
潟
の
作
皆
木
工
い
り
フ
マ
さ
、
ぺ
、
V

ベ
ナ
ザ

古
寸
℃
い
h

ノ
石
亡
、
午
潟
の
上
の
よ
パ
め
コ

s

拾
り
や
作
岩
木
キ
と
l

＼「
L

いりマ
d
K
ん
に
は
、

み
ま
り
ど
ー
の
4
返
り
は
庶
川
い
な
け
。

が
、
け
っ
た
ん
出
ー
に
入
っ
マ
、
え
水
に

ゐ
ル
川
、
肉
体
労
働
芝
す
す
γ
」
ぞ
う
た

ん
o
o
A
フ
く
に
ノ
、
す
ぺ
／
＼
。
ご
と
ヲ

古
ナ
ほ
か
る
り
の
ス
守

l

い州
J
A
A
「L
U
た
。
し

か
I
L
、
だ
方
ゲ
安
全
確
、ヲ
刊
さ
ム
ロ
必
っ
た
の
だ
。

単
ふ
3
骨

折

で

F
Q
く
、
大
ん
の
骨
か
局

け
た
へ
。
医
師
は
レ
、
ν
卜
h

ノ、

ν
Z
J吉一
ハ
土
田
人
せ

忍
か
じ
ノ
、
「
か
石
り
の
陸
勺
陶
が
か
か

J

り
ま

す
－
よ
し
と
き
ロ
フ
「
k

U

た。
γ
ー
の
時
の
医
舟
貯
の

、克明
γ
」
字
音
六
は
、
ム
フ
マ
ゼ
ぱ
づ
き
り
使
、
ス
「
L

り

τ。
生
ま
れ
「
L
l
－初
A
V
寸
川
＼ツ
い
い
に
場
へ
た
。

干
潟
、
の
え
？
次
に
ゐ
心
ペ
マ
d

め
さ
、
干
向
突
は
句

と
ゼ
な
り
か
、
、
案
、
い
え
、
は
各

4r
『
八
木
に
骨
宮
ヘ

物
殿
山
γ
が
あ
っ
た

D

ご
の
問
、
ぺ
の
白

1
7宝
U

プ
人
＼
＼
さ
動
か

す
時
、
足
場
か
建
＜
左
脚
之
れ
い
巾
つ
て
し

ま
フ
た
。
斤

J

ぽ
リ
渦
～
？
？
、
寸
志
、
と
思
ワ
マ
U

ヲ
、
ω

。

で
は
＋
仏
リ
。

旬
か
の
都
合
で
干
潟
め
中
へ
入
会
均

り
日
？
4
7
γ」、

y
！
の
＼
夜
、
体
い
し
ゅ

J

う
が

と
つ
づ
k

ぞ
か
勺
く
に
／，
x
l
「L
U
3品
川

ω
いL

G

た
Y
」
、
ス
な
と
畑
ノ
↓
と
そ
」
く

d

に

L
マ
ぎ
、
作

業
L
た
臼
は
l
＼
ふ
か
J

っ
た
日
’
K
4

ソ
芝
、
カ
ぷ

γ
リ
で
血
＋
ζ

ム
A
L
マ
ー
に
ま
う
ミ
〉
」
の
方
す

すへ
J
Y
」
角
j

り
の
マ
お

3
0

前
械
を
え
う
の
に
、

4
寸
で
首
切
さ
と
す

3

の
で
考
マ
ふ
、
ν
ー

の

時

で

ど

作

業

（

る

い
臼
は
稿
m

A
U

丸
日
ん
＋
と
志
向
い
マ
、
ふ
く
い
り
ん

で
け
て

d

良
川
ト
。
何
日
を
殺
く
と、

J
A
m田

守
人
、
太
フ
た
わ
し
と
よ
－
巴
わ
れ

3
．
げ
ん
に
休

室
戸
、
ノ砲
、
ス
、
長
刀
へ
を
や
め
に
ノ
か
川
口

て
似
た
け
に
一
寸
潟
め
作
業
は
、
川
爪
や
布
、

一
援
の
そ
士
、
希
め
す
の
で
あ
て
ぐ
っ
。
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ど
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。
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と
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消
え
て
し
ま

っ
た
。
鈴
木
正
は
日
傭
取
り
で
あ
っ
た
が
、
仕
事
が

終
る
と
ひ
と
り
黙
々
と
と
の
巨
大
な
ゴ
ミ
の
山
を
片

づ
け
は
じ
め
た
。
彼
を
見
た
人
身
の
誰
も
が
酔
狂
な

奴
が
い
る
も
の
と
い
ぶ
か
っ
た
。
彼
を
馬
鹿
に
す
る

者
も
む
ろ
ん
い
た
。
金
稼
ぎ
の
一
種
か
と
推
察
す
る

手
合
い
も
い
た
。
彼
の
目
的
が
皆
目
わ
か
ら
な
か
っ

た
の
で
あ
る
。
い
じ
わ
る
す
る
援
も
い
て
、
彼
が
拾

っ
て
い
る
傍
に
わ
ざ
わ
ざ
ト
ラ
ッ
ク
一
台
分
の
汚
物

を
放
棄
し
た
。
鈴
木
正
は
し
か
し
文
句
も
い
わ
ず
、

L

L

 

雨
降
り
風
間
、
ひ
た
す
ら
孜
孜
と
つ
と
め
た
。
や
が

1

て
本
来
の
シ
シ
ノ
池
が
現
前
し
た
。
や
が
て
満
々
と

水
を
た
た
え
て
池
と
し
て
よ
み
が
え
っ
た
。
さ
ま
ざ

ま
な
野
鳥
が
集
ま
っ
て
き
た
。
風
景
が
一
変
し
た
。

町
は
ζ

の
池
周
辺
を
風
致
地
区
に
指
定
し
、
遊
歩
道

や
痴
を
ζ

し
ら
え
て
公
園
風
に
整
備
し
た
。
子
供
た

ち
は
大
喜
び
で
野
鳥
を
観
察
し
た
り
、
浅
瀬
で
水
遊

び
を
楽
し
ん
だ
。
足
で
さ
ぐ
る
と
ア
メ
色
の
か
わ
い

ら
し
い
シ
ジ
ミ
も
取
れ
た
。

そ
の
中
の
子
供
が
ふ
と
親
に
聞
h
た
と
い
う
の
で

あ
る
。「

と
と
で
ゴ
ミ
ひ
ろ
い
を
し
て
い
た
お
じ
さ
ん
は

ど
と
へ
行
っ
た
の
？
」

「
鳥
に
な
っ
た
の
よ
。
ほ
ら
あ
の
烏
に
」
と
お
母

ム
万
波
主
B
4
泊

ぬム

L
た。

U

た
ん
だ
わ
久
l
、

介
J

、
yl、
の
人

kc
本
の
行
方
は

ーめ介
J

ヲ
る
り
ど
の
え
＋
且
苧
引
に
つ
た
。

さ
ん
が
指
さ
し
た
。

鈴
木
正
は
三
畳
間
の
破
れ
畳
で
、
誰
に
も
見
と
ら

れ
ヂ
ひ
っ
そ
り
と
病
死
し
た
。
寒
中
、
水
に
つ
か
っ

て
ゴ
ミ
拾
い
を
し
た
た
め
に
体
を
痛
め
た
の
で
あ

る
。
枕
も
と
に
一
冊
の
安
直
な
野
鳥
図
鑑
が
聞
か
れ

で
あ
っ
た
。

鈴
木
正
と
い
う
の
は
笑
は
本
名
か
ど
う
か
わ
か
ら

な
い
。
年
齢
も
は
っ
き
り
し
な
い
。
ど
ζ

で
生
れ
で

ど
う
育
っ
た
の
か
一
切
わ
か
ら
な
い
。
身
元
が
全
く

不
明
な
の
で
あ
る
。

人
と
の
交
際
が
な
か
っ
た
。
酒
も
煙
草
も
や
ら
な

か
っ
た
。
日
雇
い
で
得
た
金
は
、
シ
シ
ノ
池
の
ゴ
ミ

処
理
に
す
べ
て
つ
ぎ
と
ま
れ
た
。
ゴ
ミ
を
捨
て
る
の

－

に
金
を
取
ら
れ
た
か
ら
と
そ
、
町
民
の
誰
彼
が
閣
に

乗
じ
て
シ
シ
ノ
池
に
不
法
投
棄
し
て
い
た
わ
け
で
あ

る
。
冷
麦
が
好
物
だ
っ
た
の
か
、
あ
る
い
は
主
食
で

あ
っ
た
の
か
台
所
に
干
麺
が
二
百
抱
も
残
さ
れ
て
あ

っ
た
。
冬
だ
と
い
う
の
に
蚊
や
り
香
を
と
も
し
て
い

た。
ζ

の
追
悼
集
は
、
「
烏
に
な
っ
た
の
よ
」
と
子
供

に
答
え
た
お
母
さ
ん
が
音
頭
を
と
っ
て
、
十
七
人
の

子
供
た
ち
に
「
ゴ
ミ
拾
い
の
お
じ
さ
ん
」
の
姿
を
、

詩
や
作
文
に
書
か
せ
て
、
そ
れ
を
一
冊
に
ま
と
め
た

も
の
で
あ
っ
た
。

「
ど
み
を
す
て
て
い
け
ま
せ
ん
。
と
と
り
さ
ん
は

な
き
ま
し
た
。
ご
み
を
す
て
な
い
で
く
だ
さ
い
。
と

と
り
さ
ん
に
わ
ら
わ
れ
ま
す
。
ど
み
を
の
ぞ
い
た
ら

と
と
り
さ
ん
の
お
う
ち
で
し
た
。
は
や
く
き
が
つ
い

て
よ
か
っ
た
。
お
う
ち
が
よ
ご
さ
れ
て
い
や
で
し

一
九
八
セ
ヰ

寸
図
全
白
L

三
月
号
ゾ

た
。
た
く
さ
ん
の
と
と
り
さ
ん
が
な
い
て
い
ま
す

が
、
い
ま
う
れ
し
く
て
な
い
て
い
る
の
で
す
。
た
の

し
く
て
・
な
い
て
い
る
の
で
す
。
」
（
き
く
ち
と
も
と
）

っ
と
み
ひ
ろ
い
の
お
じ
さ
ん
は
き
た
な
い
と
忠
男

く
ん
が
い
っ
た
。
き
た
な
い
事
を
し
て
h
る
か
ら
き

、
、
、

た
な
い
と
い
っ
た
。
お
じ
さ
ん
は
き
た
な
い
か
っ
こ

を
し
て
い
た
し
、
み
ん
な
が
き
た
な
い
い
う
し
、
お

と
な
も
い
う
の
で
、
ぼ
く
も
そ
う
だ
と
思
っ
た
。
ど

み
は
人
間
の
か
す
だ
。
だ
か
ら
す
て
る
。
そ
れ
を
ひ

ろ
う
の
だ
か
ら
き
た
な
い
と
忠
男
く
ん
が
い
っ
た
。

だ
け
ど
ひ
ろ
う
の
が
き
た
な
い
な
ら
、
す
て
る
の
も

き
た
な
い
と
思
う
。
そ
う
い
う
と
忠
男
く
ん
が
ば
か

だ
な
あ
お
ま
え
と
い
っ
た
。
み
す
ず
お
ば
さ
ん
に
話

す
と
は
は
と
わ
ら
わ
れ
た
。
お
じ
さ
ん
が
し
ん
で
、

ご
み
ひ
ろ
い
の
お
じ
さ
ん
は
え
ら
い
人
だ
と
先
生
が

！、

い
わ
れ
た
。
み
す
ず
お
ば
さ
ん
も
そ
う
い
っ
た
。
ど

み
は
き
た
な
い
け
ど
ひ
ろ
う
の
は
き
れ
い
さ
と
忠
男

く
ん
が
い
っ
た
。
す
て
る
の
も
き
れ
い
と
い
う
ζ

と
？
と
い
う
と
忠
男
く
ん
は
、
う
う
と
い
っ
た
。
」

（
小
堀
正
史
）

発
行
人
の
名
義
も
な
い
、
こ
の
小
さ
く
て
貧
相
な
、

努
式
綬
頭
は
誰
に
配
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
設
に
食

わ
せ
よ
う
と
作
ら
れ
た
の
か
。
無
責
任
な
大
人
か
、

ぬ
け
め
の
な
い
町
当
局
者
か
。

，

銀
頭
本
の
読
者
と
い
う
の
は
、
も
し
か
す
る
と
人

間
だ
け
で
は
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
の
で
あ
る
。

（
で
く
ね
た
つ
ろ
う
・
「
芳
雅
盆
」
主
）

健
頭
本
よ

。

33( 
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四十八、
四一五

夏
休
み
芝
え
ず
り
た
セ
同
mv
日
暗

日
、
付
仙
寺
小
五
年

i
の
7
4
山
供
↓
足
ず
て
、

八
人
や
フ
て
立
小
た
。

恒
人
は
、
森
田
町
ノ
、
誕
生
一
枚
い
り
に
来
司

く
れ
た
め
で
本
－60

宿
泊
叩

4
4
ワ
b
H

勺
日
生
4

千
よ
れ
、
勺
だ
か
、
う
、
ム
の
頭
の
ゆ

け、

U

つ
芝
タ
セ
マ
ノ
ク
芯
の
マ
キ
め
マ

J

う
唱

と
の
子
北
山
中
足
γ
」
」
初
め
J
7
L

知
リ
ム
ロ
つ

た
め
は
去
牟
の
広
岡
。
以
来
干
潟
に

は
る
ん
だ
か
ん
た
で
U

つ
て
は
、
三
つ
＼

玉
’Q

と
て
を
よ
く
来
7
L

く
爪
マ
六

こ
め
臼
さ
、
道
替
、
ゥ
ん
？
弁
当
、
お
v
J

采
＂；%回検・｝.

-2 ',J！＞；ト‘

ハH
U

－

ハ

M
l

つ／
」
一
「
一
口

h
斗
一

巷
八
一
昨

A
ミ一
A
万
円

子
る
ど
を
鳴
っ
て
未
マ
り
て

J

ん
る
こ
γし

を
L
マ
リ
フ
た
。
力
二
さ
つ
が
ま
、
ん
「
く
唱
の
を

上

4
ノに
石
つ
戸
三
和
め
は
、
列
二
守
、
、
ん
ま

え
に
白
人
た
ミ
て
き
つ
今
ん
た
ご
と
さ
る

リ
子
ぎ
か
石
川
ノ
り
た
爪
っ
た
匂
で
ぎ
人
ハ
フ
口
、

カ
一
（
’
ゲ
り
そ
う
石
）
汁
士
知
っ
「
L

り
て
、
干
潟

に
十
卜
り
「
し
は
介
サ
ゴ
ツ
し
て
り
大
～
か
γ
に沢一

、
っ
て
た
ち
ま
士
J
U
つ
は
り
つ
か
ま
え
え

く
て
d

。

忽
J

吉
ス
は
ア
－
一
／
八
一
フ
か
ニ
。

は
鈴
木
柏
崎
次
君

q

怯
吋
っ
て

U
3
の

佐
英
洋
平
君
γ」

U
っ
L
ょ
に
づ
か
ま
＼
ん
だ
と
U

う
q

サ
へ
の
ヱ
J

4

更
を
ま
わ
り
さ
囲
み
、
寸
角
れ
に

／
＼
づ
1
L

X
マ
わ
り
で
j
U
た
。
「
ミ
ル
爪
、
み
ん
な
干
お
て

、
す
庄
ま
れ
マ
司
め
つ
1
L
〉

し

川

V

ウ
く
リ
し
て
り
た
。

ヨ
イ
ナ
く
来
ノ
を
の
女
の
マ
寸
。
殺
に
せ
が
ん

で
実
り
甲
mv
カニギレ
f
」

b
つ
ど
日
大
づ
L

り

3
Q

小
み
ん
る
ー
布
め
で
一
い
っ
く
り
。
観
－
奨
L
づ
し
が

ハ
ヘ
ノ
干
潟
、
に
そ
っ
て
放

L
て
抄
っ
た
り

スづカ ＇CI ＼..~ンカナふク。、、、、乙う．／
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そ

う

で

す

む

ま

守

、

に

習

一

丸
野
、
布
口
久
に
、
γ
ー
の
お
審
判

も
と
勢
、
け
よ
、
っ
て
L
た
さ
の

マ斗
d

ノ。

~ 
宇ぶ

白津
二年斗
l商潟
σ〕 v

空本
里山田
今、今、

習
士
ん
野
市
民
に
向
り
か

J

け
た
の
で
す

D

「
み
ぷ
マ
人
、
あ
ぷ
た
～
オ

ほ
ど
、
フ
田
た
り
を
寸
ノ
沙
フ
ー
。

い
し
、
つ

L
た
り
の
で
す
す
、

マ
あ
と
う
れ
し
、
決
め
て
下

↓
＼
＼
い
リ
。

み
ぷ
マ
ん
の
主
回
心
士
川

芝
ぷ
く
L
「
L

、
必
津
干
潟

の
保
存
は
易
り
得
な

U
沙
、
l
フ
で
斗
7
L
Y
Q

八
川
フ
友
の
浸
苓
の
ご
γ」、

ユ
リ
ヲ
干
し
メ
士
通
b

｛て

ゑ
涼
干
潟
左
大
切

に
L
六
一
欲
し
り
の
で
す
。

牢
〕
↑
と
え
加
え
忍
け
れ

）まト

千
が
い
〉
で
が
＼
直
一
帯
、

7
V
M
M

ん
で
リ
く
よ
、
っ

に
ふ
リ
ま
し
た
り

ν勺
L
Aべ

来
遣
は

之
知
ヲ
可
制
吠
ー
か

フ
た
。
目
人
で
て
、
や

末

、

末

、

一

久

一

息

新

聞

ハ以
・
2
・
N
M

制
さ
れ
た
新
聞
を
読
ん
だ
の
が
き
な
が
ら
の
作
業
。
干
潤
の
面
積
は
一

法

人

タ

ク

の

乗

務

員

が

習

志

野

市

議

選

に

ト

ッ

プ

当

選

｜

｜

十

川

ま

・

一

』
だ
た
。

豹

日
出
谷
公
園
の
二
倍
ほ
ど
あ
る
。

数
年
、
地
元
・
谷
津
干
潟
の
愛
謹
・
自
然
公
園
化
を
唱
え
続
け
、
川

そ
の
写
真
は
森
田
さ
ん
の
記
憶
当
時
、
新
聞
販
売
店
に
勤
め
て
い

そ
の
実
現
に
努
力
し
て
き
た
森
田
三
郎
さ
ん
（
四
一

γ船
橋
市
・
ハ
川

序
盤
ら
せ
た
。
幼
い
頃
、
ま
だ
谷
た
森
田
さ
ん
は
朝
刊
と
夕
刊
の
配

卜
交
通
勤
務
。
今
、
森
田
さ
ん
は
タ
ク
乗
務
員
、
市
議
会
議
員
、
川

協
の
海
が
広
く
盟
加
だ
っ
た
こ
ろ
遥
以
外
の
時
間
、
市
川
か
ら
谷
油

谷
津
干
潟
愛
護
研
究
会
会
長
の
三
役
を
こ
な
す
忙
し
い
毎
日
だ
。
川

に
遊
ん
だ
記
憶
だ
。
一
だ
が
、
。現
実
平
潟
ま
で
バ
イ
ク
で
走
り
ゴ
ミ
を

東
京
消
埋
め
立
て
地
の
中
に
ぽ
～i

百
回
一
方
羽
に
も
お
よ
ぶ
野
鳥
の
に
見
た
干
潟
は
－

R
ヲ
型
。
平
拾
っ
た
。
ゴ
ミ
と
ヘ
ド
ロ
に
ま
み

つ
ん
と
取
り
残
さ
れ
た
格
好
の
干
楽
園
と
な
っ
た
谷
津
干
潟
も
四
十
う
U
て
カ
ニ
や
貝
誕
生
き
、
鳥
が
れ
る
森
田
さ
ん
に
手
不
貸
す
人
は

潤
が
あ
る
。
習
志
野
市
の
旧
谷
出

遊

闘

の

間

側

。

広

さ

四

十

五

珍

。

子

局

愛

菱

自

と

有

義

当

巽

一

l一

埋
め
立
て
が
進
む
申
、
大
蔵
省
が
二
羽
・
山

vazヨ
駐
日
門

F
一

r142匹
、

二

可

来

＝

所
有
し
て
い
た
た
め
辛
う
じ
て
生
＝

。

e

i

＝

き
残
っ

2
5には
二

「

l
l
H
一
人
三
役
μ
の
森
田
三
郎
氏
露
五
）

L

氏
年
代
に
は
ゴ
ミ
の
投
棄
に
よ
り
ひ
ヘ
ド
ロ
の
水
に
羽
を
休
め
て
い
E

な
く
、
狂
人
扱
い
さ
れ
る
始
末
。

部
ん
死
の
姿
を
さ
ら
し
て
い
た
。
こ
る
。
そ
の
時
、
♂Z
「
こ
の
干
潟
を
失

、

ゴ
ミ
キ
集
め
た
も
の
の
今
度
は

蝋
ミ
の
干
潟
を
躍
ら
せ
た
の
が
タ
ク
シ
つ
て
は
な
ら
な
い
」
u

と
思
っ
た
。
処
理
に
困
っ
た
。
毎
日
、
鎮
め
る
ゴ

丸

岡

＼

1
乗
務
員
の
森
田
さ
ん
だ
。
同
年
一
月
、
森
田
さ
ん
は
た
ミ
は
ぼ
う
大
な
直
に
な
る
。
市
に

，

－
 

4

森
田
さ
ん
が
谷
津
干
潟
の
清
掃
っ
た
一
人
で
谷
津
平
潟
の
ゴ
ミ
拾
も
か
け
合
っ
た
。
大
蔵
省
へ
も
行

活
動
に
取
り
組
み
始
め
た
の
は
四
い
を
拍
め
た
。
ゴ
ミ
拾
い
と
い
つ
っ
た
。
ひ
た
む
き
な
そ
の
姿
に
冷

十
九
年
。
谷
津
干
潟
の
写
真
が
掲
て
も
、
ひ
ざ
ま
で
ド
ロ
に
埋
ま
D

淡
だ
っ
た
住
民
の
申
に
も
協
力
者

が
現
れ
る
よ
う
に
な
る
。
五
十
五

年
か
ら
谷
部
干
潟
ク
リ
ー
ン
作
戦

，

を
展
開
。
地
域
住
民
と
手
を
携

え
、
清
掃
に
取
り
組
む
。
五
土
ハ

年
に
は
干
潟
の
す
ぐ
そ
ば
に
転

居
。
五
十
九
年
に
ハ
ト
窓
姐
に
入

社
、
タ
ク
乗
務
員
と
し
て
坐
活
を

支
え
な
が
ら
干
潟
の
ゴ
ミ
を
拾
い

つ
づ
け
る
。
今
、
市
議
会
議
員
と

し
て
森
田
さ
ん
は
「
干
潟
を
符
！

る
」
こ
と
に
全
力
を
同
ミ
し
て
い

る
。
そ
し
て
で
き
る
限
均
壬
タ
ク
シ

ー
も
続
け
て
い
く
と
い
う
。
「
会

員
と
の
約
束
が
あ
る
の
で
す
。
自

分
で
稼
い
だ
金
で
干
潤
を
守
る
］

と
い
う
。
「
今
は
カ
ニ
の
甲
ら

干
し
の
季
節
。
見
事
な
も
の
で
す
・

ょ
。
見
に
来
て
下
さ
い
」
と
語
る

森
田
さ
ん
は
、
草
の
槙
か
ら
生
ま

れ
た
議
員
ら
し
く
飾
的

J

け
の
な
い

態
度
が
印
象
的
だ
っ
た
。

相
山
内
り
ウ
忍
マ
o
h
似＼哉、

団
体
に
湘
設
定
l
L

十
仏
外
d

フ
た

L
、
A
A悦
役
場
1

協
力
め
要
請
芝

L
ま
せ
ん
で
ー
に
た

D

団
体
γよ
一

一

口

、

つ

に

は

あ

ま

り

い

い

さ

小

マ

広

ゃ
ん
、

ム
札
所
の
。
人

v

中
ヘ
ノ
か
ん
念
ぢ

常
国
・
埼
八
森
田
を
刻
斗
X
L「
L

く
れ

カ
芝
八
守
せ
て
戦
U
九九
U

本
＋
窟
氏
、

y
lづ＼

3
人
＋
由
民
と
、

て〉

た
め
で
↓
仇
ノ
。

み
リ
す
と
う
ご
？
り
ま
し
た

Q

きし慢の問、毎日弘違にパンをくださいましてありガとうございま／ I 
＠ 

した。皆さんのパンの窃かげで元気いっぱい遭いシベリ戸目ざして iI 
旅立ちましだ．枚には可愛いい子供達と一緒にまだここヘ帰ってき iI 
ます．またパンをもって私逮に会いに来てください．舎いるシギや； ! 
チドリたちは、パンは食べませんが皆さん可愛いがって下さい。私

達も、，~ンを空中でキャッチした楽しい話や、多くの人ガ力を合わ
せてコミを治い、きれいC怠った谷津干潟のこと怠と、シベリヤの

だくさんの仲間に活してあげようと思っています。では又、皆さん

lこ会える日を楽しみにしています．
ユリカモメより。

－
一圏

掲
示
板
が
ま
た
話
題

習志野の
谷津干潟

明、
守

dl
 

t
 

‘，J
 

J

l

 

h
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Avhn
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’
ev

’u
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宮
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ん

M
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ヵ
ご

L
W

、ヮ

設

作
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F
U
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「
醤
白
、
私
た
ち
に
パ
ン
を
下

さ
い
ま
し
で
あ
り
が
と
豆
半
己
い

ま
し
た
｜
」

習
志
野
市
秋
湾
央
会
津
平
潟
護

岸
に
、
速
く
シ
ベ
リ
ア
の
ユ
リ
カ

モ
メ
か
ら
と
い
う
、
己
ん
な
ま
伝

一
形
式
の
垣
市
一
取
が
立
て
ろ
岳
叶

宮
真
H
。

ハ
コ
で
て
、
＼
下
旬
K
に

前
へ
証
し
た
か
フ
た

の
で
し
た
。

ムー案
P
夜
間

7
一

こ
と
し
一
塁
一
土
ハ
日
付
本
紙

「
な
の
は
な
」
ペ
！
ジ
に
M

ナ
イ

ス
キ
ャ
ッ
チ
μ

の
見
出
し
で
、

こ
の
ユ
リ
カ
モ
メ
が
記
事
に
な
っ

て
以
来
、
パ
ン
を
つ
い
ば
む
ユ
リ

カ
モ
メ
は
テ
レ
ビ
で
放
映
さ
れ
た

り
、
付
近
の
人
た
明
百
人
気
者
に

な
っ
た
。
五
月
下
旬
、
ユ
リ
カ
モ

メ
は
北
の
園
へ
帰
っ
て
し
ま
っ
た

が
、
ユ
リ
カ
モ
メ
に
え
さ
を
や
ろ

う
と
パ
ン
を
持
つ
ず
詣
れ
る
人
は

後
を
絶
た
な
い
と
い
う
。

ぞ
と
で
こ
の
話
を
知
る
人
の
釜

高
思
で
「
ユ
リ
カ
モ
メ
は
不
在
」
と

い
う
ユ
ニ
ー
ク
な
看
板
が
立
っ

た
。



、
~ \!~

 

ヰ 川 ＼ パ 溝 r-
.

 

r’
 

"--
' 

•. ・
J
 
'<
1~
，
－
制
ザ
，
ザ

(
}

 r
 rJ

介
。r
I十
ご

rl
前
K

N

一
〉
ミ
ト
寸
＼
リ

N
叫

十
。

ト
d

i主
--B
-
,
 

(' 
(
 

，｛
＇親
ヰ蒔
，

（
1,,t
 

社
ト

¥.
.J
，
（
字
削
可
メ
断

ι
十台

。
ご
斗
回

)
1
J
斗

i

iY
「
巧
〈
＼
二
九
＼

11
'-::f
 
〔リ
刈

U

，
江
者
）
挙
七
十

3
＇－－
二
τ

斗
口

ii
 ¥_11
 

i五
3

I
J
1
'
0
寸

尚
明

。
ラ

3
＇－
－－
二つ

7
十

0
¥1
1 

<
)
 
fl
十
ゾ
ニ
キ
ペ
ミ
ド

（
J

 （て
十
ご
／
説
〆
パ
「
一
一
一
夫
／
＇

r-1 
，－
－海

時
〈
＼
述
内
~
（

＂今
，
J与

,A
,-

J
こ

fい
守
主
ヲ

\J
ノ
「
ゴ
」
。

Ii
十

寸
ザ
〆
沖

v;
叫
ψ
己
目
見
~
ふ
十
3
酒
，
〈
か
＼
う

fち
〈
郊
δ
注

r1 
）
才
~
泊

7I
iH
-ナ
白
川
サ

fl
}
）
詰
こ
む
キ
「
攻
g
v
-
;
守
バ
リ
校
斗

捗
陶

，
L合
什
コ
:DtJ
1
訂

7?
い
こ
市
万
ゆ
十
呈
弘
ノ

,.j
ふさ
！－
十ヰ

ts-
"'1J
> 

。
W

ふ
ト
ぺ

0
t
i十

ご
号
十

J
「

付
子

由
フ
l
，

ベ
沖

万
ご

捗

W
ミ
；
〉
回

,-J
；子
同

f滑
泊

l嘉
f｛

冷
凶
弘
治
，
削
お
互
片

3

主
斗
－
り
，
何
〈
万
~
3+1
'"1
> 

0
 (
i十
ご

r
l
0
J

f¥
十
戸
田
回
，
ぺ

δ
ti
千ご

,.._
J
戸

寸
fヰ

ト
マ
「
六
が

δ
や
￥
卑
）

。
吋
＆
十
ぺ
斗
lt?-

b十
3
口
二
五
千
三
回
出
，
》
伝
聞
f-

3~
と
界
初
吋
ノ
~
速
道
志

。r
)i
v
令
付
与
田
－

r-J
「
一
音
訓
雨
量
江

v
十
{I
t
¥'l
ヰ

は
ゴ
u
() 

(
)
 ,--.l

'(
，
沖
野
~
斗
く
~
ご
，
－
.
）

V
ふ
人
豆
片
ミ
ヶ
ベ
弓
ト
了
品
〈

付
与
什
，
問
汀
｝
芳
三
お
，

f
今

f
c'
) 
(i
に

ベ
寸

よ
白

代
ご

心十
戸子

v-
-;
河
江
（
主
主
主
i妖
口
承
回
州
＝
コ
－

ll
ロ
u

，
寸
’
ぺ

怜
l--
i品

ノ
語
学
鴻
＼
二

τ
斗入

十
令
汁
〉
〉
士
｜

・
＼
こ
τ

斗
入
口
、

l
• 

~' 
'-4=
 
~~
 '--
j 
u
 

lJ
 

レ
'Y

，〆

半 ω 心 ↑ ・ 怖

一 心 一 ω 」 ・ 3 ‘

調〆
）

11
EB

や←

盟
国
O

同
－

ヨ
一

回
汁

国
O

部
品

l
十
一
何
！

I一
［

11
弥
日
月
号
事
制
国
ヨ
11

ゆ
減
三
詰
；
出
紳
蔀
iぺ
ィ：
悔ロ
》

洲ヰ
〉〈
ト

吟 湖 特 包 c c

ヨゆ ー
ト
一

三ド
ト

ムー
一ー
ー



みず、ま屋ー－ ＼刈しき、、

す
勺
が
り
干
潟
仇
ノ九
物
に

に
、
コ
／
人
木
ん
に
る
づ
た

由来
l

－
初
に
件
コ
た
の
は
、
昭
和
町
ム
ヰ

で

L
た
。
勾
J
U
時
は
ぺ
軒
つ
ー
荏

作
っ
た
。

当
時
は
ず
J
U
〈
勿
イ
？
？
一
フ
さ
～
と
れ

た
が
、
ー
ー
の
微
た
ん
／
＼
γ
し
石
く
る

っ
て
ヰ
＼
丈
八
。

ー
の
墳
は
ま
だ
ぶ
ヰ
足

昭和62年8月17日（月曜日）

作τ直前め「 i) 失lざ、」 l立、ご、日

んのようにオこ／Jt＇.、口木、ンロ

国
を
あ
っ
て
ご
め
小
屋
句
を
鉱
門
に
る

τ

て
丁
、
友
、
ハ
ワ
イ
ノ
ア
心
の
代
、
／
い
ρ

か
対
A
F

か々

い
う
閣
え
え
〈

3
mノ
芦
口

y
l
k

れ
を
ヲ
ユ
の
支

ず
れ
の
主
日

γ
」
共
に
中
間
－
で
る
か
い
つ
＼
京
は
バ
、
ゾ

ヲ
一
放
一
め
を
で
脅
へ
っ
と
「
ベ
ノ
ゲ
コ
「
L

、
夏
、
を
め

入
賞
一
附
一
之
、
て
た
だ
払
ピ
リ
、
だ
り
／
木
、
ν
ピ
ヨ
ん

ふ
か
、
f
フ
り
さ
ん
な
鬼
U
に
ふ
け
フ
「
し
り
だ
フ
け
。

汗
だ
く
で
大
益
田
ー
岡
の
ふ
入
、
売
す
ん
。

り
や
不
し
卜
に
、
夏
の
臼
守
め
ヨ
こ
／
貯

の
内
ア
司
、
ま
マ
ト
コ
炎
熱
、
穴
救
ケ
い
ん
に

グ
砂
漠
の
オ
ア
シ
ス
イ
鵡

一
屋
根
を
ふ
き
か
え
諜

｝ 、

． 

猛
暑
の
中
、
山
学
生
5
大
活
躍

M
A

』円J
－E

－＝ー’’
E

、r
L

a

’’、
n
－・a
’’・園・

E
V

－－〆、、
4

’円MJ
W
U
F

習
志
野
市
の
谷
津
平
潟
に
、
照
て
い
る
ア
シ
が
苅
っ
て
屋
根
が
ぶ
シ
の
葉
ず
れ
の
音
を
聞
き
な
が
る
早
供
た
ち
の
表
情
は
、
汗
が
流

。

り
つ
け
る
強
い
太
陽
の
旦
定
し
を
い
で
あ
り
ま
す
。
乙
れ
が
臼
よ
け
ら
、
麦
茶
で
の
ど
を
う
る
お
し
、
し
た
後
の
満
足
感
で
い
っ
ぱ
い
で

避
け
る
た
め
の
目
よ
け
小
辱
品
号
と
し
て
大
い
に
役
判
吾
、
砂
漠
の
出
来
た
ば
か
り
の
犀
穏
を
見
上
げ
し
た
。
（
習
志
野
市
・
中
村
容
子
）

真
リ
が
あ
り
ま
す
。
中
の
オ
ア
シ
ス
の
よ
う
に
便
利
に

と
の
小
屋
の
屋
根
の
ふ
斉
醤
え
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

が
、
こ
の
ほ
ど
こ
の
小
屋
持
遭
っ
毎
年
一
回
、
と
の
季
節
に
原
理

た
人
た
ち
ゃ
小
学
生
の
手
で
行
わ
の
ふ
安
曇
え
を
し
て
い
る
の
で
す

れ

ま

し

た

。

が

、

今

年

は

谷

津

小

学

校

、

谷

津

己
の
小
屋
の
名
前
ほ
「
い
そ
し
南
小
学
校
の
児
童
た
ち
が
十
人
も

ぎ
」
。
日
よ
け
用
に
と
会
空
潟
加
わ
っ
て
、
ア
シ
を
刈
っ
た
り
、

愛
誕
研
究
会
点
会
惇
平
潟
友
の
会
束
ね
た
り
、
折
か
ら
の
猛
暑
の

の
手
官
造
ら
れ
た
も
の
で
す
が
、
中
で
六
活
酷
で
し
た
。

材
料
は
流
木
の
丸
太
な
ど
が
侵
つ

e

三
時
間
が
か
り
で
ふ
き
終
わ
っ

て
組
み
合
わ
せ
、
付
近
に
自
生
し
た
屋
根
の
下
で
、
サ
ヤ
サ
ヤ
と
ア

路
線
一
戦
線
録
制
抑
制
線
一
線
級
一
銭
一級
幹
線
級
品
純
一誠一紘
一銭
ぺ
経
路
線
一銭

「

U

、4

L
ぎ
し
は
承

知
引

Y－

L
L
寸
志
、
代
不
送

作
り
設
け
「
L
U

守
中
円
二
。

J4 喜多喜多喜多級事喜多李総喜多喜多喜多鈴
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「虫工の す。
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協／］ -6柄、／弘要ーで、

って l）玄のは、

のこ~ーから送、主婦の方々家免税7'くです。

I qれ
°I月I日1介ちl-J:＂」

』 .-L. ~，ョ，F

大
土
貝

森田一一一、再

てご
ゴ「 3qユ雪

少と
L」

γ 、島
町5tニド

言葉杢
O野 J川
四市一二
七谷努マ

四守議
5i1 l研
五五 ...A-.

01 寸九
四十ム
凶一五

I q~ 可．今. 10 

同
一ω一、

z
q

ペ
L

一
ヱ

キ一川
1
1

賛
否
円

ム
ス
一
ド

後
千
の
シ
ギ
、
チ
ド
り
が
、
せ
ま
い
谷

津
干
・
渇
の
よ
を
mmぴ
舞
う
。
タ
陣
聞
を
う
げ

て
、
紙
吹
雪
の
よ
う
だ
。
二
ニ
に
は
、
往

時
の
函
彫
は
な
い
。
追
わ
れ
追
わ
れ
て
彼

ら
は
、
ニ
の
せ
ま
い
所
に
柵
押
し
込
め
ら
れ

た
の
だ
。
そ
の
有
線
は
、
干
潟
の
惣
い
出

の
呼
び
水
で
あ
る
。
そ
の
時
ほ
ど
、
彼
ら

を
守
ろ
う
、
谷
津
干
潟
を
残
そ
う
と
、
強

〈
、
深
〈
思
っ
た
二
と
は
な
い
。

l
l拓
国
三
郎

i

十
二
年
前
か
ら
、

ゴ
ミ
で
埋
ま
っ
て
い
た

谷
津
干
潟
の
ゴ
ミ
を
拾
い
続
け
、

現
在
の
野
鳥
の
楽
園
に
変
え
た

谷
津
干
潟
愛
礎
研
究
会
長

森
田
三
郎
さ
ん
。

町面画

、、パ1
．

》
ヶ
f
j十

閣
制
作
ぞ

4
I

ほ
〆
ゑ
x－v

j

’’t
E副
H
H
U
M
－E引
唱
1

昭
和
四
十
九
年
、
埋
め
た

τ地
の
中
に

わ
ず
か
に
残
弓
て
、
粗
大
ゴ
ミ
や
生
ゴ
ミ

の
捨
て
場

tな
っ
て
い
た
平
潟
を
見

τ、

幼
い
ニ
ろ
か
ら
の
滋
ぴ
場
で
あ
っ
た
干
潟

の
あ
ま
り
の
変
わ
り
よ
う
に
続
い
た
総

m

色
ん
は
、一
人
で
黙
々
と
ゴ
ミ
令
拾
い
始
め

た
．
新
聞
配
達
の
仕
事
の
あ
い
ま
に
市
川

か
ら
バ
イ
ク
で
通
っ
て
干
潟
の
ゴ
ミ
を
さ

ら
う
姿
に
、
だ
ん
だ
ん

tな
か
ま
b
m
L、

最
初
は
知
ら
ね
存
ぜ
n
H

を
き
め
・
旬
ん
だ
附

ニ
の
辺
り
一
絡
を
野
鳥
観
僚
の
で
き
る

公
聞
と
し
て
艶
備
し
、
昔
の
よ
う
な
干
潟

に
も
ど
し
た
い
＠
そ
う
し
な
げ
れ
ば
干
潟
の

な
か
ま
吉
’
一
、
負
員
、
鳥
山
且
た
ち
）

に
済
ま
な
い
の
だ

t言
う
。

て

九
月
か
ら
五
月
に
か
け

τ・
』
の
干
潟
は

鳥
で
い
っ
ぱ
い
に
な
る
・
駁
誌
な
エ
サ
を

求
め
て
北
か
ら
市
聞
か
ら
飛
ん
で
く
る
烏
た

ち
の
エ
サ
場
、
食
堂
な
の
だ
．

森
聞
き
ん

t
、
干
潟
の
な
か
ま
に
会
い

た
か
っ
た
ら
、
日
眼
目
午
絵
、
子
市
仰
を
訪

ね
て
み
て
く
だ
さ
い
．
多
分
、
先
頭
に
立

つ

τ一
番
の
汚
れ
仕
事
を
し
て
い
る
の
が

森
凶
三
郎
ち
ん
だ
か
ら
。
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う
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入
ゥ
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未
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ん
か
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介
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え
え
、
吃
ノ
ヤ
人
ど
。
し
り
ノキ、、と
l
L
7ょ
う
ん

で
士
す

D

ヒ
心
／
＼

L
「

L
t斗

d
ノ
。

yt－
－
、
の
、
証
拠
に
、

ρ川
和
υ
同
川
口
白
の
い

r
ア
キ
と

肉
く
ど
、
す
M
M

干
く
え
フ
マ
赴
同
リ
」
〆ふん

で
斗
ぅ
。
マ
ッ
ト
の
上
を
、

FLう
り

づ

L
ょ

う
け
ん
め
り
に
ク
ヂ
シ
ヤ
／
え
＼
、
コ
ツ
ヶ

／
＼
、

1
・
・
・
ク

γ
」、主巴＋

y
t
L

、
五
マ
て
隠
れ

3
0

谷
本
小
囚
ム
斗

l
片
所
Y
－問問先

教
宏
で
、
直
棲
子
供
達
と
、
話
L
ゲ
A
A

永
マ
ザ
ぷ
ん
マ
奇
寸
て
だ
。

ω月
8
日
頃
。
コ
ミ
ュ
テ
ず
か
ノ
ス
ト
ど
し

て
J
習
志
野
ゾ

2
成
の
移
リ
、
変
り
し

ど
り
う
の
汐
一
ア

l
マ。

A
7
4
で
3
年
目
。
ご
、
つ
り
う
切
で
ヱ

J

加
快
走
ど
稜
（
7
L

り
け
「
る
の
は
ど
フ
マ
ゼ
う

FA
版
物
雄
士
ロ
／
れ
よ
り
、
力
、
ν
パ
－
一
千
円
ヒ

セ
十
円
切
4
ナ
川
枚
ふ
と
頂
き
ま

L
た。

』

J

R

7
ぺ

＼

決
辺
社
士
万
の
夏
休
み
の

調
題
め
為
に

ど
に
ゲ
く
そ
ご
に
は
メ
ゲ
力
が
ウ
プ
ヤ

／

＼

M
3
0
Aプ
九

U
5
8
2則
、
会
ロ
貝
の

葉
市
田
守
人
グ
幕
張
の
埋
め
主
マ
於
の
水

溜
リ
に
、
双

L
だ
の
沙
、
り
つ
め
閣
に
か
大
衆

殖
L
た
り
で
考

3
。

育
久
保
み
に
入
つ
づ
L

す
ぐ
、
谷
連
守
本
五

4

勿
弘
明
、
マ
す
か
汚
名
め
凶
ー
に
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フ

づ
＼
体
＋
と
え
り
ま
吋
ん
け
い
に
1

1

1
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布
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プ
キ
ア
リ
ウ
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、
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の
微
角

J

十
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ん
だ
e

た
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ぅ
、
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で
は
之

7L3
目
見
石
川
V
L
、
「
や
め
山
川
、

ど
う
刀

L
た
め
か
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夫
人
い
し
？
っ
た

の
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石
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し
と
ー
ペ
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虻
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ぶ
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て
く
3
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A
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値

L
ぷ
り
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織
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に
V
L
玄
肉
に
V
L
U
3
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た
か
、
う
や

れ

L
い
り
む
と
れ
か
に
ノ
ゼ
長
く
佐
川
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ご
と
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織
づ
づ
L

U
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L
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Lル
ノ
L
ず
つ
、
怖
バ
A
械
で
外
弘
法
干

潟
4

と
さ
人
え
一
と
一け
ム
み
、
守
っ
て
い
い
け
7

ご」

ど
、
今
ま
で
ど
れ
ほ
ご
坊
主
十
ん
で
き
た
と
と

、

、

ハ
V

竹
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1

t
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リ
＋
と
作
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、
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左
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っ
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た
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L
2
す
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司
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、
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句
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人
で
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L
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。
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／
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ど
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片

左
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す
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L
人
可
、
＋
め
の

l
、
加
申
八

に
慢
り
た
り
ん
で
す
け
い
」
＋
庁
、
お
頼
リ
で
守

ま
す
サ
為
つ
ー
し
と
。

本
は
決
忠
君
に
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メ
か
ノ
カ
す
く
い
，V
L

体
験
マ
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て
？
て

J

う
と
足
り
、
マ
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そ
く

二
人
で
す
く
り
に
行
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で
ま

L
た。
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1

ヒ
ご
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決
児
君
か
い
勺
，↑あ
ふ
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メ
少
カ
ド
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忍
く
「
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カ
ゲ
ヤ
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す
ゥ
マ
。



会費-t20DO門

〆f、
’口

~? 
電習＋
話志、L
0 ff J川
四市＿－
七谷~
四津ニタヤ

51了間
｜二五万
五五~
0 I 9五
回十ム
抵当一五

＼

ロ
R
J

’＼一
3

M
関
v

圃
つ
J

必＼

分｜主

I司q斗‘ 12.9

1q31_ q .30 

回
一
－
一
、
雨

大
土
貝
森

ふ供j主の為に展示でれ3守J更です。

ポ
口
／
＼
か
け
石
叫
ノ
ま
た
い
じ
が

J
E

で
じ
ノ
ぽ
＼
科
、
か
ふ
灼
刀
工
B
T

、
っ
車
体
沙
乏
険
夜
状
た
に
石
そ
り
ゴ

幸氏

ホ
ル
ゲ
ラ
イ
フ
、
昭
和
刊
牛
型
、
＋
久
行
見

離
お
一
A
Sィ寸
S
百
刷
。

γ
L
hノ
ヘ
、
＼

γし
む

肥
－
泊
町
牛
に
由
l

古
で
胃
八
り
、
ず
り
ぷ
ん

と
き
慢
つ
づ
1

、
斗
又
じ
ノ
で
て
き
ま

L
定
。
ご

め
車
一
は
い
い」
、
埋
め
、
寸
有
村
べ
左
＋
疋
フ
マ
ぎ
に

宙
T
ゼ
ケ
石
り
た
」
く

J

－フ。

ミト

q
同
ぷ
日
〔
土
）
、
と
、
フ
ど
、
フ
ク
一
允
ク
↑
と
守
一

告
で
れ
ま

L
た。

系車
をめ
、下

巻め
通す
の人

事ま

よ
り
セ
倍
ほ
ど
手
一

っ
て
あ
り
ま
し
た
ー

西
ぼ
枇
川
川
日
刈
口
の

「自動車

事
西
小
、
ぅ
、
来
は
ヰ
J

葉
ホ
ス
白
人
川
河
口
の

幕
張
、
、
史
め
主
て
均
、

約
三
ム
ー
は
左
足
フ
て

え
っ
て
走
り
回
り
ま

マ一7ののえ十今エ令喋

－
L
牛に。

さ）!1
塩ゼ
エ ~）＇
えに ！こ
7、‘
工芝

三奈

為
、

υ中
に
み
ず
日
寸
沙
つ

弔 i4 

た
の
で
〔
占
、
っ
－

品交寧－－
F時
、

4
0
議
札

連，｜．

お
り
方、、

どご、

う苦

！労
iき

ま

ざ
ま
。

公

急
の
ご
ど
、
容
で
ん

ム古 i寸

に
み
知
う
で
や
l
Lよ

‘ 

， 

ま

す

↑
サ
、
ν
ケ
イ
斯
肉
附
－
Q
1
・
M



ーてしマ．．．．．．． 

一了を3為＋ 

斗
え
ん
代
祭
ーで、

期
白
丸
野
三
中
の
三

んよ

1
4
0

秋
の
学
校
＋
へ
ん
仇
然
で
、

ク
ラ
ス
の
一
ア
l

マ
に
谷

津
干
潟
左
足
ん
か
ん
V
L

の
ご

Y」
。

封
勝
の
蛍

J

秩
で
、
？

潟
＋
と
ご
う
り
う
ふ
う
に

ど
リ
上
げ
て
く
小
づ
ら
こ

Y
は、
1

宙
人
に
よ
て

J

こ
は

ー
り
で
4
4
j
p

t
D
I
V
E、東
l
l

L れ：？

ユ之ど
笠ゴL将
を空禾
｜角産台
くにど
円表仁、

む表ぞ

．
明
綜
．

E．．
 

相
ぶ
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を
断
念
さ
せ
た
の
は
、
「
干

－
i
t
i
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－

i
z
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J

．
調
を
守
れ
」
を
合
言
葉
に
強
力

千
葉
県
習
志
野
市
の
谷
海
干
な
保
全
巡
助
を
繰
り
広
げ
た
地

潤
は
い
ま
、
コ
ア
ジ
サ
シ
、
カ
元
有
志
グ
ル
ー
プ
や
愛
鳥
サ
l

ル
ガ
モ
、
チ
ド
リ
、
シ
そ
ウ
ク
ル
の
叶
自
然
」
へ
の
熱
き
思

ミ
ネ
コ
と
い
っ
た
シ
ベ
リ
ア
、

IM
だ
が
、
頭
の
下
が
る
の
は
リ

ア
ラ
ス
カ
な
ど
極
北
の
地
か
ら

l
ダ
！
と
な
っ
て
運
動
の
先
頭

南
九
渡
る
途
中
の
夏
鳥
が
数
千
に
立
っ
た
森
田
三
郎
さ
ん
（
回
＝
）

羽
荊
理
水
面
で
静
か
に
羽
を

H
谷
海
干
潟
愛
捜
研
究
会
会
長

休
め
て
い
る

o

H

の
闘
い
ぶ
り
だ
。

こ
の
干
潟
を
休
袋
選
地
と
す
十
三
年
前
、
・
タ
イ
ヤ
、
空
き

る
渡
り
鳥
の
数
は
ひ
と
こ
ろ
減
缶
、
古
着
か
ら
布
固
ま
で
ゴ
ミ

る
傾
向
に
あ
っ
た

一

の
捨
て
場
と
化
し
て

が
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こ
こ
数
年
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び
応
崎
健
い
た
請
に
お
り
立

唱
え
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臨
酷
園
田
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｝
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と
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。
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た
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協
力
を

的
に
干
潟
や
湖
沼
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ら
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申
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出
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が
て
保
全
連
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体

野
鳥
り
楽
園
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て
い
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。
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と
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私は，今度の地方選挙で谷津干潟保存をひっさ

げて立候補した．千葉県習志野市議選である．

そして当選した．市内の主婦や子どもたち，お

年寄りが応援してくれた．その数は自然保護団体

の会員数よりもずっと多かった．

私が最もうれしかったのは，今まで干潟の保存

運動i乙は直接かかわっていなかった人たちが，谷

津干潟を保存する乙との大切さ，そして運動を続

けてきた私たちを認めてくれた乙とである．運動

IC参加しなくとも，日々のくらしの中で私たちを，

谷津干潟を見守ってくれていたという確証を得た

からτ‘ある．
昭和49年より保存運動をしてきた．当時，形勢

は全く不利で，私たちはどく少数派にすぎず，ち

ょっと特種なグループとして見られていた．

ゃ私は複数の，いわゆる自然保護団体の会員だっ

た．しかしすぐに，運動と干潟周辺の住民の聞に

大きな織があるのを感じ，思い知るようになった．

私は団体から少しずつ離れて独立していくように

なった．保存運動がいつまでも“運動”であって

はいけないと，思った．

谷津干潟は私のふるさとである．幼年，少年時

代を育んでくれた所である．私は，今はゴミだら

けで悪臭を放つ谷津干潟の身iζなって考え，行動

しようと決意した． 「お前が谷津干潟だったら，

何をして欲しいか？Jと問い，捜し，答えようと

思った．

その時以来，私は運動を運動としてではなく，

生活そのもの，その一部にしてしまおうと，思った．

まず一人で始める乙とにした．仕事も住まいも最

も保存iζ反対の強かった干潟のすぐそば，地域の

ど真中lと移して，体で説得しようと考えた．日常

生活の中で保存はどく普通の乙ととして．保存運 ι

動を地域社会iζ板付かせ，溶け込ませる為i乙私自

身が先兵となり，コヤシになりたかったのである．
（タクシ一巡転手・市松）
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／
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＋
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＼
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－
フ
、
J

A

人・
4
X
」
本
人
ぷ
ミ

プ
ラ
ァ
う
。
旗
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述
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下
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。
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＋
、
潟
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／
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鶏
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潟
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ど
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濯
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京
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＋
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潟
予
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－
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わ
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。
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湾
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＼
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蒸
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築
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岡
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熊
↓
ヘ
ノ
川
小
守
札
て

リましんぷに 犬 舎くぷ

ぬ
犯
の
殺
の
面
影
・
・？と

a

，
 

．．
 

し
き
コ
十
に

せ
り
介
ヘ
いあ

マ、。一手一広ま

で
念
同
フ
，
一
た

か
食
ゅ
ー
で

忍
く
る
っ

て
L
Zょ
っ

ナ
に
。ゅ

は
決

。

λ
か
見
、
7

ケ「
l
i
l－
－：
siulwm

一

ぶ
り
都
府
に
本
来
か
え
t

り
茶
ヲ
マ
υ
マd
。

呼
末
、
観
察
舎
恰
L
め
ず
ま
墨

グ
ム
ム
来
た
湾
、
Y
こ
に
誌
に
こ
の
様

広
為
刊
で
宙
俊
り
た
り
て
よ
－
E

え
り
玄
。

ゾ
ー
の
領
、
ま
た
．
＋
聞
東
は
L
7、

U

去

作
u

フ
た
か
絢
沈
ム
ロ

xc
依
フ
マ
い
，
「
｛
二
り
か

に
ゼ
党
内
～τ一
て
直
後
と
い
り
う
径
1
U

刊
に
コ
定
。
箱
、
九
守
る
に
は
J

児
所
今
人
E

4
寸
俣
っ
て
く

A
たん。

て一
設
用

「

者
、
フ
ナ
げ
は
、
糸
A
U
J
A
守

A
U
コ申’
F

』
崎
、
こ
の
児
に
は
ま

判
パ
殺
か
去
っ
た
。

x
l
m
l
で
、

国

A
．愉
へ
て
は
知
り
づ
づ
祖

、んた。

ィデヰ芭せ っ せ℃事！J ツザしで条文~Vo

本
了
時

t
禾
す
に
、
西
に

ム
ふ
の
1

志
木
取
り
し
か
あ

マd
m
ゾ
ナ
心
ザ
、
京
一一卜
、
ぶ
芳
斗

潟
匂
－
l

集
中
ぺ
一
取
り
し
か

お
コ
可

yc
し
り
で
は
ぷ
り
沙
。

一
ゆ
凶
川
川
川
げ
同
川
清
川
一
久

小
l

長守、
M
W
側
、
丈
マ
ほ
切
の
木
七



岳
民
安
心
衣
に
は
、

的
芥
＋
え
美
、
松
村
似
勾
J

加
子
、

川
太
一
、
雨
、
菅
野
徹

長
塚

λ

底
士
口
、

弘
子
、

格
み
敏
夫
、

ロ
｝
門
／;r3q9 

松
永

、

五
十
件
嵐
官
犬
、

4
A
臼
カ
ヨ
子
‘

出
l

府
溶
7
守、

1q2q九マ

加
一
主
凶

年

一

卜

貫一に
会
一
会
内

、

雪！I二子
面白 ，じハ 、司

O野・M吉
田市~
七谷箆＝

四津三本
一日又

51 I .,..--,,. 
l二 il7f
五五，＃，
0 I ；日
閉十ム
山一五

谷
淳一T

m

丈
4
4

一
只
裁
回

、時

一
二
よ
文
一
菅
寸
心
険
庁
、
一
中
一
長
、

森
田
み
す
、
森
田
慎
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森
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、
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丈
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／
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あ
っ
て
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停

で
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、
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セ
ん
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受賞の感想を淡々と語る森田三郎さん（ 6日正
午 ＝習志野市役所で）

こ
の
賞
は
「
新
平
家
物
語
」
な

ど
で
有
名
な
作
家
・
故
吉
川
英
治

氏
の
功
績
を
記
念
し
制
定
さ
れ
た

も
の
で
今
年
で
二
十
三
回
目
。
文

化
の
向
上
に
尽
く
し
、
た
た
え
ら

れ
る
べ
き
業
績
を
あ
げ
な
が
ら
も

報
わ
れ
る
こ
と
の
少
な
い
個
人
・

団
体
に
附
ら
れ
る
。
井
上
摘
、
扇

谷
正
造
、
三
浦
朱
門
、
吉
川
英
明

湾
干
潟
の
保
全
」
を
掲
げ
て
市
議

選
に
立
ち
ト
ッ
プ
当
選
、
昨
年
春

れ
に
は
つ
い
に
県
内
初
の
国
の
鳥

獣
保
護
区
に
指
定
さ
れ
る
な
ど
、

各
氏
が
選
定
委
員
で
1

四
組
五
人
一
地
道
な
努
力
が
笑
を
結
ん
だ
。

を
選
ん
だ
。

一
受
賞
が
決
ま
っ
た
森
田
さ
ん
は

森
田
さ
ん
は
十
五
年
前
、
久
し
一
「
こ
れ
ま
で
貨
は
無
縁
だ
っ
た
の

飯
り
に
帰
郷
し
た
際
に
一
面
の
ゴ
一
で
実
感
が
わ
き
ま
せ
ん
。
で
も
会

ミ
捨
て
場
と
化
し
、
見
る
影
も
な
一員
（
谷
海
干
潟
愛
設
研
究
会
）
の

く
な
っ
た
谷
間
干
潟
に
心
を
痛
め
一
み
ん
な
、
支
持
し
て
く
れ
た
み
ん

一
人
で
ゴ
ミ
拾
い
を
は
じ
め
た
。
一
な
、
ゴ
ミ
拾
い
に
参
加
し
て
く
れ

以
来
自
宅
を
市
川
か
ら
干
潟
近
く
一
た
み
ん
な
に
、
み
ん
な
の
努
力
が

に
移
し
、
仕
事
も
時
間
の
折
り
合
一
第
三
者
か
ら
認
め
ら
れ
た
よ
、
と

い
の
つ
け
や
す
い
タ
ク
シ
ー
運
転
一
報
告
で
き
る
か
ら
、
う
れ
し
い
で

手
に
か
え
、
時
間
が
あ
れ
ば
天
一
す
。
た
だ
、
こ
う
し
た
み
ん
た
が

候
、
健
康
状
態
が
と
つ
で
あ
ろ
う
一
受
賞
し
な
い
こ
と
を
考
え
る
と
す

と
谷
湾
干
潟
の
清
掃
に
明
げ
く
れ
一
ま
な
い
気
が
し
ま
す
。
こ
れ
ま
で

た
。
当
初
は
「
く
さ
い
、
ぎ
た
な
一
も
自
分
が
谷
津
干
潟
だ
っ
た
ら
何

ぃ
、
み
っ
と
も
怠
い
」
と
パ
カ
に
一
を
し
て
ほ
し
い
か
を
考
え
て
ゴ
ミ

さ
れ
、
ゴ
ミ
拾
い
を
し
て
い
る
そ
一
拾
い
を
し
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
か

ば
か
ら
空
き
缶
を
投
げ
捨
て
ら
れ
一
ら
も
ず
っ
と
、
腰
が
曲
が
っ
て
も

た
こ
と
も
あ
っ
た
と
い
う
。
一
続
け
る
つ
も
り
で
す
。
ク
リ
ー
ン

し
か
し
察
官
森
田
さ
ん
の
姿
一
作
戦
は
ふ
る
さ
と
に
対
し
て
の
畿

が
共
感
を
呼
び
、
仲
間
を
湖
や
し
一
務
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と
淡
々

て
い
っ
た
。
六
十
二
年
に
は
「
谷
一
と
話
し
た
。

森
田
三
郎
さ
ん
に
吉
川
英
治
文
化
賞

コ
ミ
拾
し
続
け
て
日
年

。
私
だ
け
が
：
・
申
し
訳
な
い
4

新
聞
配
達
を
し
な
が
ら
谷
湾
干
潟
の
ゴ
ミ
を
拾
い
続
け
て
十
五
年
、
つ
い
に
昨
年
春
れ
、
国
の
鳥
獣
保
護
区
指
定
に
こ
ぎ
つ
け
干
潟
を

よ
み
が
え
ら
ゼ
る
原
動
力
と
な
っ
た
森
田
三
郎
さ
ん
（四一Z
）H
習
志
野
谷
津
三
ノ
二
五
ノ
二
・
同
市
議
H
に
「
吉
川
英
治
文
化
賞
」
が
贈

一

ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
授
賞
式
は
来
月
十
四
日
、
東
京
・
帝
国
ホ
テ
ル
で
行
わ
れ
る
。

1日に 1度は干潟を訪れ鳥にエサを与える森田さん
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第
二
十
三
回
一
古
川
英
治
文
り
、
四
月
十
一
日
、
東
京
・
帝
り
合
い
は
、
昭
和
四
十
九
年
十
を
た
た
が
れ
な
が
ら
も
、
ゴ
ミ

化
賞
」
の
受
賞
者
の

一
人
に
選
国
ホ
テ
ル
で
行
わ
れ
る
贈
呈
式
一
月
ご
ろ
、
干
潟
が
埋
め
ら
れ
さ
ら
い
を
続
け
た
。
干
潟
か
ら

ば
れ
た
習
志
野
市
谷
津
、
タ
ク
に
、
干
潟
を
見
守
っ
て
き
た
仲
る
新
聞
記
事
を
見
た
の
が
き
っ
掠
め
た
ゴ
ミ
は
、
聞
や
県
、
市

シ
1
運
転
手
で
岡
市
議
の
森
田
聞
と
一
緒
に
出
席
す
る
c

か

け

。

に

回

収

を

拒

否

さ

れ

る

な

ど

悪

三
郎
さ
ん
（
四
4

一
）
は
、
十
五
年
間

古
川
英
治
文
化
貨
は
、
日
本
船
橋
市
で
育
ち
、
子
供
の
こ
戦
苦
闘
の
一
昨
目
だ
っ
た
c

に
わ
た
る
谷
津
干
潟
の
自
然
保
文
化
の
向
上
に
尽
く
し
、
た
だ
ろ
遊
ん
だ
干
潟
を
思
い
起
こ
こ
う
し
た
森
田
さ
ん
の
努
力

．
，
白
，

．．． 
，

f

l

－

が

次

第

に

報

わ

れ

、

周

辺

住

民

’1
1品
A
W司
水
位

5
2

－問、
u
c
b’
早

か

ら

共

事

が

現

れ

た

。
一d

d
f
h
v
b
d剖

t↓ゴ
R
y
u
J
I
P
I

五
十
五
年
一
一
一月
、
谷
津
干
潟
ク
一

リ
1
ン
作
戦
と
名
付
け
た
ゴ
ミ
一

野

鳥

の

楽

圏

よ

み

、

主

え

る

輿
め
が
展
開
、
定
期
的
に
行
わ
一

l
；

』

、

f
l
i

－

－

れ

る
よ
う
に
な
り
、
今
月
五
旦

誰
に
力
を
注
ぎ
、
ひ
ん
死
の
干
え
ら
れ
る
業
組
を
あ
山
り
な
が
ら
し
、
生
活
廃
棄
物
の
捨
て
場
と
で
二
百
二
十
六
回
に
達
し
た
。
一

樹
を
よ
み
が
え
ら
せ
て
野
鳥
の
社
会
的
に
認
め
ら
れ
る
こ
と
な
な
つ
て
い
る
干
潟
の
姿
に
胸
を
青
春
の
す
べ
て
を
か
け
て
千
一

楽
闘
に
さ
せ
た
功
績
が
認
め
ら
く
、
報
わ
れ
る
こ
と
の
少
な
い
痛
め
た
。
以
来
、
新
聞
配
達
の
潟
の
保
存
、
葉
化
に
取
り
組
ん
一

れ
た
。
森
田
さ
ん
は

一実
感
が
個
人
と
団
体
に
贈
ら
れ
る
も
の
合
間
に
干
潟
に
通
い
、
ゴ
ミ
の
で
き
た
森
田
さ
ん
は
、
六
十
二

一

わ
い
て
こ
な
い
が
、
今
回
の
受
で
、
今
回
は
三
個
人
と

一
団
体
山
と
の
闘
い
が
始
ま
っ
た
。
ゴ
年
に
は
、
多
く
の
市
民
か
ら
推
一

舗
は
干
潟
そ
の
も
の
が
も
ら
つ
が
受
賞
し
て
い
る
つ

ミ
を
拾
う
森
田
さ
ん
を
見
て
さ
れ
て
岡
市
議
選
に
立
候
補
一

た
も
の
と
思
う
’
一
と
喜
び
を
語
森
田
さ
ん
と
干
潟
の
か
か
わ
「
省
入
、
変
人
」
な
y
｝と
陰
口

し
、
見
事
ト
ッ
プ
当
選
し
た
2

一

一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一
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II 

話
文
化
賞

谷
津
干
潟
保
護
の
業
績
で

,・ 

吉川英治文化賞に森田さん

谷
津
干
潟
の

台位、レ
I
U
ψ

ヨロ
d
c十

三一ノ，
aE｝
t
t
I
F
I

日
本
文
化
の
向
上
に
陰
な
が
5
男
力
和
続
げ
る
個
人
・
団

体
に
贈
ら
れ
る
「
害

m英
治
文
化
賞
－
の
第
二
十
三
回
受
賞

者
に
、
習
志
野
市
織
・
タ
ク
シ
ー
運
転
ま
の
森
田
三
郎
声
あ

（回三

Y
岡
市
ハ
産
三
ノ
二
五
H
が
選
ば
れ
た
。
た
っ
た
一
人

ポ
会
津
干
潟
の
美
一
向
保
被
選
聖
括
め
て
か
ら
寸
五
年
。

多
く
の
人
び
と
の
共
感
を
呼
び
ゴ
ミ
措
て
伊
だ
っ
た
四

十
一
お
の
梅
毒
鳥
の
置
と
し
て
よ
事
盃
主
功

績
が
評
価
さ
れ
た
。
森
田
亨
白
山
市
「
賞
は
み
ん
な
の
私
あ
。

海
に
恩
思
し
が
で
き
た
」
と
喜
び
を
か
み
し
め
て
い
る
。

回
和
四
十
九
年
、
平
少
ヤ
わ
の
こ
一
奥
を
放
ち
、
近
く
の
住
民
か
ら
市

ろ
百
申
遊
ば
せ
て
も
ら
っ
民
合
一
へ
号
い
か
ら
埋
霊
て
て
」
と

津
平
潟
は
、
周
囲
を
高
居
住
宅
に
一
苦
情
が
寄
什
伝

d

れ
て
い
た
。

固
ま
れ
産
廃
物
h
注
吉
ゴ
ミ
に
寝
一
「
替
量
ん
だ
海
を
取
旦
戻
し
た

【第23回吉川英治文化賞に決まり、

受賞通知を見る森田三郎さん】

習志野市

ま
っ
た
。
新
聞
回
達
を
し
な
が
ら

時
閣
を
見
つ
け
て
体
に
ロ
l
プ

持
者
き
泥
の
中
で
ゴ
ミ
と
紘
闘
。

村
知
周
囲
の
人
々
の
目
は
冷
や
や

か
。
「
奇
人
、
売
名
｛
行
為
」
の
非

難
が
謡
史
ι
。
こ
れ
そ
訟
し
に

綬
岸
か
ら
小
俣
彩
子
る
人
も
。

平
潟
漕
佃
聞
に
熱
中
す
る
あ
ま

り
、
無
職
に
な
っ
た
こ
と
も
。
母

親
は
「
も
う
や
め
ず
仕
事
を
持
ち
、

結
婚
し
て
。
お
ま
え
だ
け
が
海
で

遊
ん
だ
わ
け
じ
ゃ
な
い
。
漁
民
だ

っ
て
海
を
あ
き
ら
め
た
」
と
。
老

け
込
む
両
親
を
見
る
の
は
つ
ら
か

っ
た
が
、
交
通
事
紋
に
遭
っ
て
も

ギ
プ
ス
を
し
た
茎
志
平
潟
に
入
っ

た
。
暮
れ
に
な
る
と
金
の
無
い
の

が
身
に
し
み
、
夜
、
一
人
で
フ
ト

（
徳
問
書
店
刊
）

。
文
化
賞
（
副
賞
各
五
十
万
円
）

北
海
道
日
高
支
庁
平
取
町
二
風
谷

七
九
ノ
一
、
ニ
風
谷
ア
イ
ヌ
文
化
資

料
館
長
萱
野
茂
民
会
＝
）
「
ア
イ
ヌ
文

佑
の
保
鞭
保
存
に
貢
献
」

車
京
都
北
区
西
ケ
原
二
ノ
三
O
ノ

て
豆
夙
ゲ
l
テ
記
念
館
理
事
長
粉

川
忠
民
（
八
一
）
「
グ
1
テ
研
拘
に
大
き

く
貢
献
」

目
新
潟
県
新
発
田
市
蔵
光
三
八
四

今
年
度
の
吉
川
英
治
文
学
賞
、
文
一

o、
ハ
リ
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
業
小
筒
昭

学
新
人
賞
、
文
化
賞
（
諦
齢
社
主
一
氏
〈
六
ニ
）
・
ト
キ
民
（

8
巣
要
「
金
盲

催
）
は
六
日
、
次
の
通
れ
U

決
ま
こ
と
い
う
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
そ
克

た。

f

一
服
、
障
害
者
の
社
会
復
帰
指
導
な
ど

。
文
学
賞
（
副
賞
二
百
万
円
）
一
人
々
の
生
き
る
館
と
な
っ
て
い
る
」

早
乙
女
買
民
「
合
津
士
魂
」
（
金
一
平
禁
県
習
志
野
市
谷
海
三
ノ
二
五

十
三
巻
、
新
人
物
往
来
社
刊
）
一
〆
一
－
、
岡
市
龍
・
タ
ク
シ
ー
運
転

。
文
学
新
人
賞
（
副
賞
五
十
万
一
手
森
田
三
郎
氏
（
回
一
－
U

「
死
に
ひ
ん
し

円

）

・

。

一
た
谷
樟
干
潟
そ
鳥
獣
の
宙
開
固
に
建

椎
名
誠
民
「
犬
の
系
譜
」
（
締
麟
一
（
よ
み
が
え
）
ら
せ
た
貢
献
」

社

刊

）

一

贈

呈

誌

は

四

月

十

一

日

午

後

五

時

岡
嶋
二
人
民
「
叩
%
の
誘
拐
」
一
か
ら
、
東
京
・
帝
国
ホ
テ
ル
で
。
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早
乙
女
氏
ら
吉
川
賞

ン
の
中
で
泣
い
た
。
一
れ
る
。

三
年
後
、
協
力
者
が
出
て
く
る
。
一
「
い
ま
だ
に
婁
感
が
わ
き
ま
せ

需
の
人
菜
、
コ
ー
ヒ
ー
、
せ
ん
。
私
が
も
号
つ
こ
と
で
革
、

ん
ぺ
い
を
乗
せ
た
盆
房
ぞ
っ
と
置
一
協
力
し
て
く
れ
た
み
ん
な
に
す
ま

い
て
く
れ
る
よ
う
に
な
っ
九
昭
一
な
い
と
い
長
持
ち
で
す
」
と
、

和
五
十
五
年
、
ゴ
ミ
拾
い
を
「
谷
一
卓
志
を
い
気
味
の
森
田
さ
ん
。
四

津
語
ク
リ
l
、
／
作
戦
」
ど
名
付
一
月
、
贈
呈
式
に
臨
む
が
「
戸
」
恩

り
、
毎
月
第
三
日
昭
夫
曜
に
主
返
し
が
で
き
、
会
員
（
百
七
丈
）

縮

。

一

に

報

告

で

き

る

こ

と

が

う

れ

し

昭
担
ハ
十
二
年
、
一
市
民
と
し
一
と
と
も
。

て
の
覇
に
限
界
憲
じ
「
方
不
一
一
擦
は
ハ
裏
話
と
い
ゑ
固

な
し
、
コ
ネ
な
し
」
で
市
警
に
一
充
の
、
次
の
目
標
は
請
の
函

属
、
ト

y
Z毒
多
く
の
人
一
包
の
泉
公
園
」
句
「
建

々
の
男
毒
た
握
覇
は
行
一
お
寄
り
の
散
歩
者
が
轡
え
弓

政
を
動
か
し
昨
年
十
一
尺
事
一
車
イ
ス
の
人
も
楽
し
め
る
き
に

は
国
の
鳥
獣
保
綾
区
に
指
定
さ
れ
一
し
な
く
て
は
」
。

弓
死
に
か
け
て
い
た
官
、
野
一
ク
リ

J
4戦
は
今
月
五
日
で

鳥
の
楽
園
と
し
て
開
発
か
与
三
こ
百
二
士
ハ
嬰
暫
定
。
忍

一
の
腰
が
曲
が
っ
て
も
続
り
ま
す

一
よ
」
。
き
ょ
う
七
日
か
ら

2
m融
－

一
会
二
般
質
問
で
も
平
潟
と
仮
称
・

船
橋
イ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
、
三
上

交
｝
・
市
長
の
政
治
安
関
を
た
だ

す。

3£‘ 

寸環日教 Jq3'f.3.1 
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－
拾
っ
た
。
初
め
の
う
ち
は
、
変
人

扱
い
さ
れ
る
と
と
も
あ
っ
た
が
、

徐
々
に
と
み
拾
い
の
輸
が
広
が

り
、
五
十
五
年
か
ら
月
三
回
行

う
、
谷
崎
伸
子
潟
ク
リ
ー
ン
作
戦
は

現
在
二
百
二
十
六
回
を
数
え
る
。

「
干
潟
を
含
め
た
自
然
問
題
を
広

く
市
民
に
理
解
し
て
も
ら
お
ラ
」

と
六
十
二
年
、
同
市
誠
に
立
候

補
、
ト
ッ
プ
当
選
し
た
。

森
田
さ
ん
は
「
昔
の
海
に
は
戻

b
h怖
い
が
、
死
臨
ま
で
干
潟
の
自

然
を
守
り
た
い
。
将
来
は
干
潟
一

宮
市
を
自
然
公
園
に
し
た
い
。
た
だ

し
、
干
潟
の
中
に
人
工
的
な
施
設

は
造
ら
な
い
」
と
夢
を
語
っ
た
。

，． 

編 集長s訴事鍛え：

ペ’3ノタビュー

[ ~~TiM雄研究会会長
森田三郎さん

新
聞
配
透
と
、
タ
ク
シ
ー
の

迎
転
手
を
し
な
が
ら
行
年
問
、

黙
々
と
谷
間
千
潟
の
ゴ
ミ
を
拾

い
続
け
、
県
や
聞
を
相
手
に
訴

え
続
け
、
。
干
潟
e

を
よ
み
が

え
ら
せ
る
原
動
力
と
な
っ
た
森

山
三
郎
さ
ん

（
ね
）
に
「
古
川

英
治
文
学
賞
」
が
附
ら
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

被
々
と
出
回
る
何
年
間
の
殴

史
。
「
汚
す
の
も
人
間
、
き
れ

い
に
す
る
の
も
人
問
、
干
潟
に

は
界
が
な
い
」
と
。

郷
う
、
遊
ぶ
烏
を
見
て
、

「
み
ん
な
の
お
か
げ
で
干
潟
が

守
ら
れ
、
干
潟
は
市
民
械
を
与

え
ら
れ
た
ん
で
す
」
と
も
。

「
小
さ
い
こ
ろ
、
貧
乏
で
ね
、

で・ II 者打｜（た文
平行 '11：の 。英 右早学

1・ 回目、み治制乙t賞
ホ、 な 貧 ） 女 を
テ東・さ受ら貢受
ル 京 ん 貧吉 氏け

「
真
の
歴
史
」
を
書
く

老
母
に
も
分
か
る
賞
椎
名
氏

町

吉
川
英
治
賞
の
贈
呈
式

早
乙
女
氏

蹴津民 た・今川の

三者同自 0 ffi童謡義孝
お写萎讐 努福島揺忠
義型銭存 首長花芝日
』常！＝.－itc ホ が擬音広
、新乙の テ十興 川 1い

同人女は i ル一会主定齢3む
轡鎚 恵、 で日夕治伊－ i元次 行、他鎖的

会堂苔Z R裏話量読
『
叩
%
の
誘
拐
』
マ
同
文
佑
銭
登

野
茂
民
H
ア
イ
ヌ
文
化
保
髄
、
保
存

に
尽
力
粉
川
忠
民
H
草
原
ゲ
1
テ

記
念
館
そ
設
立
、
ゲ
ー
テ
研
掲
げ
比
質

献
小
嶋
脳
、
ト
キ
氏
H
会
盲
の
ハ

ン
デ
ィ
需
班
、
夫
喪
で
陣
容
者
の

社
会
復
帰
指
導
な
ど
に
あ
た
る
森

田
三
郎
氏
H
谷
津
干
潟
の
自
然
保
設

を
訴
え
、
そ
の
限
生
（
そ
せ
い
）
に

迫
そ
開
い
た
。

ゴミ拾いの写真を背に
喜びを悟る森田さん

谷

津

干

潟

保

存

で

吉
川
英
治
文
化
賞
を
受
賞

タ
ク
シ
ー
運
転
手
の
森
田
三
郎
さ
ん

谷
津
干
潟
の
保
存
と
美
化
に
志
野
市
谷
津
の
タ
ク
シ
ー
運
転

十
五
年
間
取
り
組
ん
で
き
た
習
手
森
田
三
郎
さ
ん
が
、
第
二
十

三
回
「
吉
川
英
治
文
化
賞
」
を

受
賞
、
十
一
日
の
東
京
・
帝
国

ホ
テ
ル
で
の
贈
呈
式
に
、
仲
間

や
両
親
と
出
席
し
て
賞
牌
（
は

い
）
を
受
け
ま
し
た
。

乙
の
貨
は
日
本
文
化
の
向
上

に
つ
く
し
、
た
た
え
ら
る
べ
き

業
績
を
あ
げ
な
が
ら
も
報
わ
れ

る
こ
と
の
少
な
い
人
や
団
体
に

贈
ら
れ
る
も
の
で
、
今
回
は
三

百

個
人
と
一
団
体
の
受
賞
で
し
た
。
干
潟
の
前
で
賞
状
と
カ
ッ
プ

死
に
ひ
ん
し
た
干
潟
を
烏
の
を
待
つ
森
田
さ
ん

．．
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分
。
引
き
取
り
手
が
な
い
わ
け
か
し
た
も
の
は
何
で
し
ょ
う
。

で
す
。

市
に
か
け
あ
い
、
県
に
「
知
ら
な
い
・
：
」

か
け
あ
い
、
大
蔵
省
の
管
轄
だ

l
：：・。

っ
た
か
ら
国
に
も
か
け
あ
い
堂
「
で
も
私
の
ゴ
ミ
拾
い
の
盗

々
め
ぐ
り
。
ら
ち
が
あ
か
な
を
見
て
、
地
元
の
主
婦
の
方
も

い

。

参

加

し

て

く

れ

た

、
う
れ
し
か

そ
こ
で
拾
っ
た
角
材
や
南
京
っ
た
で
す
。
そ
の
う
ち
、
県

袋
に
つ
め
た
ゴ
ミ
を
穏
に
積
ん
も
、
大
蔵
省
も
協
力
し
始
め
て

で
、
泥
ま
み
れ
の
姿
で
市
’
d
m
く
れ
た
。
例
え
ば
こ
っ
ち
に
走

に
出
か
け
た
ん
で
す
。
『
コ
レ
っ
て
く
る
列
車
を
両
手
で
止
め

を
ど
う
に
か
し
て
く
れ
。
市
民
る
。
ズ
ズ
ッ
と
後
ず
さ
り
す
る
、

が
捨
て
た
ゴ
ミ
だ
よ
』
っ
て
。
そ
れ
が
今
度
は
少
し
ず
つ
押
し

オ
モ
チ
ャ
も
本
も
た
く
て
・
：
。
を
通
り
か
か
っ
て
、
変
わ
り
果
机
の
上
に
ド
l
ン
と
霞
い
て
」

か
え
し
て
く
、
そ
ん
な
感
じ
で

鋸
り
め
し
に
み
そ
を
ぬ
っ
た
の
で
た
。
ふ
か
ん
ど
e
に
出
合

l
そ
ん
な
こ
と
何
聞
く
ら
い
・
す」

を
持
っ
て
干
潟
へ
行
っ
て
遊
ん
い
、
一
面
プ
ミ
鎗
て
場
に
な
っ
し
た
ん
で
す
か
？
ー
今
も
ク
リ
ー
ン
作
戦
は
？

だ
ん
だ
。
干
潟
の
こ
と
。
ふ
か
た
そ
の
中
に
見
覚
え
の
あ
る
ク
「
そ
う
ね
、
羽
田
く
ら
い
。

・

「週

一因
。
ま
だ
ガ
ラ
ス
ゃ

ん
ど
。
っ
て
呼
ん
で
た
」
イ
を
見
つ
り
、

「品
目
遊
ん
だ
と

2
年
ほ
ど
や
り
ま
し
た
」
鉄
骨
が
埋
ま
っ
て
ま
す
よ
。
千

何
年
前
、
市
川
に
住
ん
で
い
き
の
タ
イ
の
よ
う
だ
」
と
思
っ

1
ご
み
処
狸
の
ル
l
ト
が
で

、潟
は
そ
う
い
う
の
を
取
り
除
い

た
森
田
さ
ん
は
、
久
々
に
干
潟
た
そ
う
で
す
。
ぎ
る
ま
で
が
大
変
だ
っ
た
？
で
や
れ
ば
、
生
き
返
る
ん
で

「
そ
う
、
心
を
鬼
に
し
な
け
す
。
カ
ニ
や
ゴ
カ
イ
が
備
え
て

き

れ

い

に

な

り

た

い

と

望

ん

で

い

た

れ
ば
、
あ
ん
な
こ
と
は
で
ぎ
な
自
然
に
浄
化
さ
れ
る
ん
で
す
。

。

干

潟

。

を

手

伝

っ

た

だ

け

い

よ

。

ぉ

フ

ク

ロ

は

『

そ

ん

な

J

私
は

e
き
れ
い
に
な
り
た

ニ
と
お
ま
え
ひ
と
り
で
や
ん
な
い
e
と
望
ん
で
い
た
『
干
潟
』

「ゴ
ミ
っ
た
っ
て
、
た
だ
の

ひ
と
り
で
ゴ
ミ
を
姶
う
の
つ
く
た
っ
て
。
昔
、
遊
ん
だ
友
達
の
手
伝
い
を
し
た
だ
け
で
す
」

ゴ
ミ
じ
ゃ
な
い
ん
だ
か
ら
。
業
て
勇
気
い
る
よ
。
人
が
通
り
か
は
だ
れ
も
し
て
な
い
じ
ゃ
あ
な
総
武
山
の
正
h
Jビ
ン
グ
編
集
長

者
が
ダ
ン
プ
で
来
て
、
ド
l
ン
か
っ
た
ら
、
立
っ
て
ポ
ー
ズ
と
い
か
』
っ
て
l
。

h

f

B

’

子

と
捨
て
て
い
く
ゴ
ミ
。
ブ
ロ
ツ
ヲ
て
ト
ボ
ケ
た
り
し
て
（
笑
）
。
つ
ら
か
っ
た
な
あ
。
先
を
考

h
‘
圃
『
吋
Y
J
K冶
E
F
妙

夕
、
か
わ
ら
、
籍
、
索
、

初
め
立
合
っ
て
も
拾
っ
て
も

5
2し

は

立

た

な

い

。

理

主

ド

必

ヲ

L
f
－

t

a聞
1
3
い＼
d
臥

！

摺

ド
ラ
ム
缶
ご
と
の
ゴ
ミ
、
そ
れ
捨
て
る
ゴ
ミ
の
ほ
う
が
多
く
金
も
な
く
な
る
し
」

d
a
e
vn
k
a
・〓高

に
生
活
の
雑
廃
物
で
し
ょ
。
て
。
問
題
は
拾
っ
た
ゴ
ミ
の
処
｜
そ
こ
ま
で
森
田
さ
ん
を
動

すしケイリビ、ν1、、）守itサ.3 
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I 

策
闘
に
よ
み
が
え
ら
せ
た
森
田

さ
ん
は
習
志
野
市
訟
会
議
員
で

す
が
「
た
っ
た
十
五
年
ゴ
ミ
拾

い
を
し
た
だ
け
で
す
。
協
力
し

て
下
さ
っ
た
み
な
さ
ん
と
一
緒

の
受
賞
と
思
い
ま
す
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

森
田
さ
ん
の
祝
賀
パ
ー
テ
ィ
ー
－

｜
｜
習
志
野
一

今
年
3
月
、
吉
川
英
治
文
化一

貸
手
受
賞
し
た
、
溜
志
野
市
議

一

で
タ
ク
シ
ー
運
転
手
、
森
田
一
ニ
一

郎
さ
ん
（
日
）

H
岡
市
谷
樟
H
一

の
受
賞
祝
賀
パ
ー
テ
ィ
ー
が
同
一

目
、
岡
市
津
田
招
の
「
サ
ン
ペ
一

デ
ッ
ク
」
で
開
か
れ
た
H
写
真
。
一

森
田
さ
ん
は
岡
市
谷
津
の
谷
一

津
手
潟
で
昭
和
柑
年
か
ら
は
ω年一

間
ゴ
ミ
拾
い
を
続
け
で
い
る
↓

が
、
こ
の
日
の
パ
ー
テ
ィ
ド
＝民
一4

は
蘇
回
さ
ん
と
ど
も
に
干
潟
の

消
掃
を
統
り
て
き
た
「
谷
海
干

潟
友
の
会
」
の
会
員
な
ど
約
町

人
が
出
席
し
た
。

一級
品
白
磁
；

ーラシ｝守 8~.L.トユgラョヲ／＼品）

佐
野
洋
民
は
、
「
乙
れ
そ
ス
プ
リ
ン

グ
・
ボ
ー
ド
に
と
い
う
提
鈴
の
窓
昧

を
考
え
る
と
迷
い
も
あ
っ
た
。
し
か

し
候
制
作
の
な
か
で
、
や
は
り
い
い

も
の
は
い
い
と
残
り
、
決
定
は
ほ
ぼ

澗
揚
－
致
だ
っ
た
」
と
述
べ
た
。

受
賞
の
あ
い
さ
つ
で
は
ま
ず
早
乙

女
民
が
「
勝
者
に
よ
っ
て
作
ら
れ
て

来
た
『
歴
史
』
の
欺
ま
ん
そ
思
い
、

棄
の
歴
史
を
、
と
慣
き
制
け
る
う
包

に
こ
ん
な
に
も
長
い
歳
月
が
流
れ
て

い
た
」
。
椎
名
民
は
「
い
ろ
ん
な
償

を
い
た
だ
い
た
が
、
こ
れ
は
は
り
め

て
の
、
年
と
っ
た
お
ふ
く
ろ
に
も
喜

ん
で
も
ら
え
る
分
か
り
ゃ
ず
い
賞
」

と
ジ
ョ
ー
ク
を
飛
ば
し
た
あ
と
「
も

の
ぞ
蹴
聞き
出
し
て
九
年
目
。
飛
闘
の

辰
戦
争
当
時
の
、
力
と
し
た
い
」
。

福
島
県
・
会
悼
を
二
人
カ
執
筆
す
る
岡
崎
コ
ン
ビ
は

描
い
た
文
学
賞
受
か
わ
る
が
わ
る
、
「
策
し
く
轡
い
‘丸

賞
作
に
つ
い
て
、
作
品
が
評
価
さ
れ
て
う
れ
し
か
っ

尾
崎
秀
樹
氏
は
、

た
」
「
ミ
ス
テ
リ
ー
と
い
う
繁
明

「
作
者
自
ろ
の
郷
（
れ
い
め
い
）
期
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
で

昼、
。
と
の
ス
タ
ン
笛
き
続
け
る
と
と
が
で
き
る
幸
運
」

ス
か
ら
、
aζ
こ
に
な
ど
と
語
っ
た。

Si
d
i－

ib－－
pi
l
l
i－
－

i
は
敗
者
の
側
の
目
，
ま
た
文
化
賞
受
賞
者
そ
代
表
し
て

賞
牌
（
レ
ょ
う
は
い
）
、
剛
銭
授
が
あ
る
。
長
大
な
、
鎮
魂
の
叙
事
詩
マ
イ
ク
の
前
に
た
っ
た
賀
野
民
は
、

与
の
あ
と
ゴ
各
鎚
の
選
考
署
員
か
ら
で
あ
る
」

と

評

価

。

「

速
く
中
央
を
離
れ
た
地
守
、
ひ
っ

決
定
に
い
た
る
経
過
な
ど
が
報
告
さ
い
ず
れ
も
す
で
に
多
く
の
仕
事
を
ー
そ
り
と
続
け
て
米
た
営
み
に
あ
て
ら
・

れ
た
。

パ

。

ζ
な
し
知
名
度
も
あ
る
人
た
ち
そ
逃
れ
た
さ
と
、
盟
芯
と
と
も
に
、
今
一

脱
稿
ま
だ
オ
パ
年
港
費
や
し
、
成
ぶ
結
果
と
な
っ
た
新
入
賞
そ
巡
っ
て
後
の
努
力
を
誓
う
言
葉
そ
述
べ
た
。
一

イ＼

毎日新聞
1 "l ~q 今
今.)1

↑ 
朝日新聞
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ノ
贈
呈
次
に
は
次
の
、
｛
礼
金
に
本
、
加
L
7
L

一
段
ち
ま
L
花。

駒
弁
す
人
美
、

メド
rii"J 
Q ・ 

秋
、木

zz
k

司

ν

相
手
広
ぺ
バ
山
口
昭
三
氏
は
理
由
あ
そ
念
、

カり

で
台
、
ま
で
ん

可
ー
し
た
。

法
釆
A
川
ば
戸
」
フ
γ
し
／
｛
1
k
l

会
J

く
の

／
八
に
ゑ
＼
加

L
て
綬
l
v
e
子
、A
か
、
い

緑山
信
守
り
育
て
て
い
る
個
人
や
団
体
を
顕
彰
す
る
第
七
回
朝
日
森
林
文
化
賞
は
、
次
の
ご
民
と
五
団
体
に
決

ま
り
ま
し
た
。
贈
呈
は
、
六
月
三
十
日
午
後
四
時
か
ら
棄
・
築
地
の
朝
易
問
草
案
警
官
、
優
秀

賞
に
正
貨
の
レ
リ
ー
フ
「
林
の
中
の
少
女
」

（
舟
越
保
哉
氏
作
）

と
副
賞
各
百
万
円
そ
、
奨
励
賞
に
同
じ
レ
リ

ー
フ
と
副
賞
各
三
十
万
円
を
贈
り
ま
す
。

H
敬

称

略

（

詳

細

は
泣
－

n面
に
燭
織
し
ま
し
た
）

5
団
体
と

2
人
に
贈
る

【
自
然
保
穫
】

O
優
秀
賞

野
生
生
物
と
人
聞
が
共
存
で
き
る
自
然
環
療
の
再
生
運
動
を
展
開

北
道
小
清
水
町
小
清
水
自
然
主
語
る
会

議
活
動
で
草
案
謀
議
奪
え
鳥
獣
保
躍
区
の
指
定
妻
、
宇

平
葉
県
習
志
野
市
森
田
三
郎

。
奨
励
賞

ア
カ
ウ
ミ
ガ
メ
の
産
卵
地
保
謹
な
ど
砂
丘
の
自
然
を
守
る
運
動
に
成
果

静
岡
県
浜
松
市
浜
松
サ
ン
ク
チ
ュ
ア
リ
協
会

【
森
づ
／
切
り
】

O
優
秀
賞

学
校
林
を
学
習
の
場
に
利
用
し
児
童
ら
の
自
然
変
臨
の
心
を
育
て
る

宮
城
県
本
宮
町
馬
館
小
学
校

。
奨
励
賞

地
区
有
林
の
空
間
を
都
市
住
民
に
提
供
し
森
林
へ
の
理
解
を
深
め
易

兵
庫
県
波
賀
町
a

原

荒
廃
し
た
山
林
の
復
興
と
林
業
の
仮
興
に
取
り
組
み
山
村
を
活
性
化

愛
知
県稲
武
町
古
橋
茂
人

【
環
境
緑
化
】
A
V
奨
励
賞

絶
滅
寸
前
の
野
草
ノ
ジ
ギ
ク
を
保
躍
し
地
械
に
栽
培
の
輸
を
広
げ
る

兵
庫
県
姫
路
市
日
本
触
媒
化
学
工
業
株
式
会
社
姫
路
製
造
所

づ
め

PJJτ
心
境
。

L
サ
＼
／
〈
数

に
制
限
か
み

2
ぺ
た
め
ど
｛
－
A

は
ぷ

り
ま
で
ー
ド
T
L
千
代

b

ご
ご
い
ハ
志
み
W

て
ゆ
l

l

L

よ
伸
j

主
す
ノ
。

ミ
の

ψ

防
明
＼
は
ヘ
サ
ん
ぷ
の
ど
の
。
ミ

Jm
で

す
川
て
か
一
酬
や
氷
定
石
？
と
は
思
』
ん

＋
ま
せ
ん
a

－削、
hvA
た
L

とさ－
U
5
の

ぶ
グ
、

y
ー
の
代
償
に
、
本
人
石
ゐ
爪
た

環
境
は
ふ
匁
ク

k
t
丈
宅
す
か

J

ゴ
b

y
L
可
、
同
比
勘
弁
｝
支
持
L
た
ノ
〈
そ

の、

γ
ー
の
協
カ
に
、
私
口
、
会
h
ノ

K

E

前
し

l－－－
L

、
寸

i

不

t
ネ
～
し
て

U
す
と
γ」
訓
υ

b
ス

ヘ
、
い
，

、，

A

U

O

り

rぃ《

朝日新聞社、森林文化協会

環境庁、農林水産省、建設省

主催

f重Hl!l

地

区

¥]I 

l司gq、6、14小
1司zq、町、 l

一校
、氷
訟
手
、
一
符
目
安
代

点
パ
ふ
ん
や
川
子
、
五
千
ム
一
興
オ
ロ
夫
、
一
長
夜
、
え
す
b

、

中
村
恕
子
、
守
川
ー
郁
手
、
広
深
夜

wm
－文

松
号
、
宝
、
会
汗
弘
午
、
よ
杯
符
、
佐

蕊．
4

凍
午
、
大
～
湾
、
俊
隆
、
森
白
亨
男
、

森
白
み
す
の
爪
上
ぺ
敬
ー瓜
略
）
で
す
。

尚
、
小
杯
え
え
氏
、
牧
村
牧
今
和
平
糸
、

バ
小
川
太
一
部
氏
、

朝日新肉

谷津干潟を野鳥の楽園に

第
七
回
朝
日
森
林
文
化
賞
贈
呈
式
で
表
彰
を
受

け
る
森
田
三
郎
芭
ん
H
朝
日
新
聞
東
京
本
社
で

朝
日
森
林
文
化
賞
森
田
さ
ん
に
優
秀
賞

谷
油
開
干
潟
の
ご
み
拾
い
そ
続
財
一
状
、
レ
リ
ー
フ
な
ど
を
手
渡
し
た
。

た
、
習
志
野
市
誌
で
タ
ク
シ
ー
逆
転

一
昭
和
四
十
九
年
か
ら
、

「少
年
時

手
の
蘇
回
一
ニ
郎
さ
ん
（
昭
一
）
に
、
一
一
一
十

一代
の
遊
び
場
だ
っ
た
午
潟
そ
守
ら
な

日、

第
七
回
朝
日
萩
林
文
他
賞
・
自
一
げ
れ
ば
」
と
、
泥
ま
み
れ
に
な
っ
て

然
保
謹
部
門
の
優
秀
賞
が
贈
ら
れ

一姶
て
月
品
い
た
と
み
を
拾
い
、
現
在
も

た
。
森
田
さ
ん
拡
協
力
者
の
中
村
容

一続
け
て
い
る
。

子
宮
ん
ら
と
出
席
。
中
江
刺
似
朝
日

一

線
国
さ
ん
は
、
ご
銭
に
も
な
ら

新
聞
社
長
か

「と
み
捨
て
坊
を
野
鳥

一な
い
の
に
協
力
し
て
く
れ
た
人
た
ち

の
楽
闘
に
よ
み
が
え
ら
せ
て
、
鳥
獣

一と一

緒
に
も
ら
っ
た
鈴
で
す
」
と
う

保
護
区
指
定
そ
実
ら
せ
た
」
と
、

賞
一
れ
し
そ
う
に
語
っ
た。
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失
の
、
古
川
英
治
大
ん
へ
安
’
ど
に
、

こ
の
た
ケ
り
朝
日
森
林
大
次
官
〈
Y
V

い
い
り
、
ぷ
ん
た
お
り
、
更
品
川
ω
か
止
／
＼
み
A
U
F

ご
め
れ
れ
と
へ
／

t
どっ

て
み
寸
、
主
、

T
A
ラ
は
、
寸
詮
を
か

自
作
寸
心
マ
、
知
ヲ
て
し
ノ
弓
t
k

、
思
〉
寸
り

四
ぬ
り

fA十
『
ノ
に
、

ぽ
J
O

川
ノ
で
あ
ま
。

旬
。
仏
ピ
フ
、
釦
A
A
U

作
h
ノ
、
庁
、
之
会

（
、
夏
、
4
仏
K
L
ψ
’h

ヘ
ぞ
の
は
ぷ
い
り
。

ゐ
A

t

h
ノ

V
し
、
色
、
の
と
て

t知
う

づ

し

り

3
ノ
〈
は
い
り
く
ハ
つ
で
さ
み
ラ
バ
爪
す
＠
ゐ
凧

ゃ
れ
は
り
。

，V

た
ご
V

し
し

り
っ
た
り
、
こ
の
ぶ
今
何
ほ
か
の
ご

と
芝
？
コ
て
き
た
て
り
う
今
令
つ
t
e

ぷ
寸
ぷ
い
う
、

X
E
L
糸
か
、
色
分
ぶ
り

に
い
く
け
く
か
の
ご

Z
Z
L
た
K
勺

点
、
向
仏
．

Y
7苅
l
り
ぎ
の

b
a
り骨

L
4
・Y
E、
金
物
や
環
鳶
ん
の
と
て
て

カッマ
U
7
／
八
は
無
慾
h

りマ
d

り
で
広
ノ

τ。

3
夜、

企

R
・
、
下
只
震
－
現
ど
は

U
J沙
に
広
／

τ、州
、
宮
古
か

zw－
v

、

本
い
い
り
ど
k
J
A
S宇
y

’・ご一号

3

帰
省
人
格
は
会
く
Y
Q
り
。

た
た
、
広
は
、
J
A
川
熊
本

苛
輪
、
柄
本
よ
り
y
c
、
毘
ぬ
宣

告，

A
、
更
ム
川
芳
で
広
J
7
J
ヲフ
γ
し

〔
「

E

、
を
た
て
切
令
フ
。

E
l
、
明
V
E－－

C
T
Bよれ
Y

芝
陣
内
り

E
t。
旬
か
ふ
久
末

マ
》
か
ト
d
h
ノ
シ
に
匂
が
決
来

f

sり
か
を
。
ど
こ
か
、
夜
り

か
上
り
ぎ
守
こ
か

E
m
v

Aut同
た
て
を
し
た

5
、広

め
ん
は
か
J

3

Y

し

ν企
制
化
、

必
ず
の
め
マ
ホ
マ
、

L
3つ

J. 

て
し
ノ
た
で
あ
『
ベ
ぜ
ろ

k
l｝

l

。

糸
は
翁
り
人
崩
れ
向
。
句

γ
・
・
』
，
か
酪
吹
か
ゲ
ム
て
や
り
く

り
L
て
を
た
斤
け
？
＋
ぬ

J

ゴ。




